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まちの人口（平成 26 年４月１日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】
総人口 17,389 人（129 人減）  男 8,435 人（68 人減）  女 8,954 人（61 人減）  世帯数 6,847 世帯（17 世帯減）※ (　) 内は前月比

黄
金
色
に
芽
吹
く
春

さ
あ
、
新
年
度
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①
目
前
に
迫
っ
た
地
方
交
付
税
の
合

　

併
算
定
替
終
了
に
よ
る
一
般
財
源

　

の
激
減
に
備
え
、
内
部
管
理
経
費

　

の
削
減
、
行
政
組
織
の
効
率
化
や

　

事
務
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し
を

　

行
い
、
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め

　

ま
す
。

②
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
や

　

雇
用
環
境
の
改
善
に
向
け
た
対
策

　

な
ど
、山
積
す
る
行
政
課
題
の
中
、

02　町が示す新年度の道標
　　　平成26年度南会津町予算
08　町の動き
　　　地域支え合い体制づくり助
　　　成事業／高齢者世帯等除雪
　　　支援事業／新庁舎建設設計
　　　プロポーザル審査会
10　役場からのお知らせ
　　　南会津町長選挙・南会津町
　　　議会議員補欠選挙が行われ
　　　ます／総合支援センター統
　　　合／狂犬病予防接種　ほか
16　町職員人事異動
18　町教育委員会表彰式
20　まちの話題
　　　ふくしま復興の誓い／銀
　　　メダリスト平野歩夢選手
　　　来町／小中学校卒業式／
　　　保育所満了式／百歳賀寿
　　　ほか
24　くらしの情報
28　健康通信
30　みんなの広場
32　企画展・渡部南嶽展

［芽吹く中小屋の福寿草］
　南会津に春を告げる黄
金色の福寿草。南郷地域
中小屋地区では、昔から
福寿草を「こがね」と呼び
親しんでいます。

目次 Contents
2014年4月号

　

町
の
将
来
を
見
据
え
、「
少
子
高

　

齢
化
・
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
！

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
し
や
す
い
ま
ち
づ

　

く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
５

　

つ
の
柱
に
よ
る
重
点
施
策
を
掲
げ
、

　

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
の
柱

就
労
対
策
・
企
業
支
援
と

戦
略
的
な
取
組
に
よ
る

町
民
所
得
の
向
上

①
地
域
に
お
け
る
継
続
性
の
あ
る
雇

　

用
機
会
の
確
保
と
、
求
職
者
へ
の

　

就
業
機
会
の
提
供
を
確
実
に
行
う
。

②
情
報
関
連
産
業
な
ど
の
企
業
誘
致

　

を
推
進
す
る
。

③
若
者
定
住
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
交
付

　

金
事
業
を
創
設
し
、
新
規
学
卒
者

　

お
よ
び
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の
生

　

活
支
援
を
実
施
す
る
。

①
ト
マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
花
き

　

と
い
っ
た
重
点
振
興
作
物
の
さ
ら

　

な
る
振
興
を
図
る
。

②
国
の
米
政
策
の
大
転
換
期
を
迎
え

　

て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
水
稲
作
付

　

農
家
の
負
担
軽
減
と
経
営
安
定
化

　

を
支
援
す
る
。

③
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
新
規
就
農

　

者
を
対
象
と
し
た
住
宅
を
整
備
す

　

る
。

④
地
域
ぐ
る
み
で
農
地
等
を
保
全
管

　

理
、
長
寿
命
化
の
た
め
の
補
修
等

　

を
行
う
集
落
に
対
し
、
国
と
共
同

　

で
支
援
す
る
。

①
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
プ
ロ
ジ
ェ

　

ク
ト
に
よ
り
、
木
材
の
エ
ネ
ル
ギ

　

ー
利
用
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に

　

寄
与
す
る
。

②
森
林
環
境
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、

　

町
内
小
中
学
校
に
お
け
る
森
林
環

　

境
学
習
の
実
施
な
ど
、
森
林
の
持

　

つ
多
様
な
機
能
を
有
効
活
用
し
て

　

い
く
。

③
「
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
」
を
常

　

設
し
、
農
作
物
の
被
害
軽
減
に
努

　

め
る
。

④
町
内
森
林
組
合
の
合
併
に
対
し
、

　

合
併
推
進
協
議
会
へ
の
運
営
支
援

　

を
行
う
。

①
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
、

　

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

②
日
本
政
策
金
融
公
庫
お
よ
び
県
商

　

工
事
業
共
同
組
合
資
金
融
資
へ
の

　

利
子
補
給
を
３
分
の
２
に
引
き
上

　

げ
、
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る
。

①
平
成
27
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る

　
「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

　

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
プ
レ
イ
ベ

　

ン
ト
と
し
て
、
南
会
津
の
「
花
」

　

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
誘
客
を
図
る
。

②
新
た
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

　

と
、
受
入
関
係
者
の
体
制
整
備
を

　

図
り
、
町
の
現
状
や
安
全
性
を
ア

　

ピ
ー
ル
し
、
教
育
旅
行
の
誘
致
を

　

積
極
的
に
推
進
す
る
。

③
観
光
大
使「
ん
だ
べ
ぇ
」を
積
極
的

　

に
活
用
し
、町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

④
ス
キ
ー
場
の
施
設
整
備
や
ス
キ
ー

　

客
へ
の
支
援
を
行
い
、
ス
キ
ー
場

　

へ
の
誘
客
を
促
進
す
る
。

第
２
の
柱

誰
も
が
健
や
か
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り

①
５
歳
児
の
保
育
料
お
よ
び
幼
稚
園

　

授
業
料
無
料
化
を
継
続
し
、
保
護

　

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

②
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
つ
ど
い

　

の
広
場
の
開
設
に
よ
り
、
地
域
で

　

の
世
代
間
交
流
や
情
報
提
供
を
進

　

め
る
。

③
親
子
ふ
れ
あ
い
事
業
や
育
児
サ
ポ

　

ー
タ
ー
講
習
会
の
開
催
な
ど
、
子

　

育
て
を
総
合
的
に
支
援
す
る
。

④
２
か
年
計
画
に
よ
り
町
立
伊
南
保

　

育
所
の
建
替
え
を
行
う
。

⑤
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子

　

ど
も
教
室
と
の
連
携
に
よ
り
、
子

　

育
て
支
援
事
業
の
拡
充
に
努
め
る
。

①
18
歳
以
下
の
医
療
費
無
料
化
を
継

　

続
し
て
実
施
す
る
。

②
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
の
向
上

　

や
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
、
生

　

活
習
慣
病
の
改
善
や
早
期
発
見
・

　

重
症
化
予
防
に
力
を
注
ぎ
、
健
康

　

寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
。

③
高
血
圧
対
策
を
実
施
し
、
健
康
づ

　

く
り
へ
の
意
識
の
醸
成
を
図
る
。

④
妊
婦
健
康
診
査
の
費
用
や
精
密
検

　

査
費
用
の
助
成
を
継
続
し
、
安
全

　

に
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
づ

　

く
り
を
整
備
す
る
。

⑤
子
ど
も
に
恵
ま
れ
な
い
夫
婦
に
対

　

す
る
不
妊
・
不
育
治
療
費
の
一
部

　

助
成
を
継
続
す
る
。

⑥
胃
が
ん
の
発
症
に
つ
な
が
る
と
指

　

摘
さ
れ
て
い
る
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染

　

検
査
等
費
用
に
対
す
る
助
成
を
開

　

始
す
る
。

⑦
今
年
９
月
に
開
所
す
る
特
別
養
護

　

老
人
ホ
ー
ム
優
雅
に
よ
り
、
入
所

　

待
機
者
の
解
消
と
雇
用
の
確
保
を

　

促
進
す
る
。

⑧
高
齢
者
の
支
援
で
は
、
集
会
所
を

　

活
用
し
た
サ
ロ
ン
事
業
を
重
点
的

　

に
展
開
し
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ

　

く
り
と
介
護
予
防
に
努
め
る
。

⑨
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
除
雪
支
援
、
緊

　

急
通
報
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実
施
し
、

　

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
。

⑩
障
が
い
者
支
援
で
は
、
障
が
い
福

　

祉
サ
ー
ビ
ス
、
自
立
支
援
事
業
、

　

地
域
生
活
支
援
事
業
を
柱
に
、
サ

　

ー
ビ
ス
の
適
切
な
提
供
と
確
保
に

　

努
め
る
。

⑪
新
た
な
児
童
発
達
支
援
と
し
て
、

　

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
あ
い

　

づ
「
ひ
か
り
園
」
の
利
用
料
を
無

　

料
と
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

　

図
る
。

①
町
と
首
都
圏
を
直
結
す
る
会
津
鉄

　

道
・
野
岩
鉄
道
の
経
営
安
定
化
と

　

施
設
整
備
に
対
し
、
引
き
続
き
支

　

援
す
る
。

②
生
活
路
線
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー

　

の
運
行
に
つ
い
て
は
、
収
支
だ
け

　

の
判
断
で
は
な
く
、
代
替
策
な
ど

　

を
含
め
た
総
合
的
な
検
証
を
開
始

　

す
る
。

町が示す
新年度の道標

３月定例議会において、

町長が示した本年度の施政方針。

読み解き、記す。これからの道標。

第
２
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
き
、

５
つ
の
柱
に
よ
る
重
点
施
策
を
掲
げ
ま
し
た
。

１
雇
用
創
出

２
農
業
振
興

３
林
業
振
興

４
商
工
業
振
興

５
観
光

６
子
育
て
支
援

７
医
療
・
福
祉

８
公
共
交
通

予
算
編
成
詳
細
は
Ｐ
６-

７

今月の表紙
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①
「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

　

る
条
例
」
の
施
行
に
よ
り
、
毅
然

　

と
し
た
助
言
・
指
導
を
実
行
し
、

　

地
域
の
良
好
な
景
観
の
確
保
と
地

　

域
住
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

　

の
確
保
に
努
め
る
。

②
空
き
家
の
詳
細
調
査
を
実
施
し
、

　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
制
度
を

　

創
設
し
、
空
き
家
の
有
効
活
用
と

　

流
通
促
進
、
定
住
人
口
の
増
加
な

　

ど
を
目
指
す
。

①
危
機
管
理
能
力
の
高
い
災
害
に
強

　

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、

　

地
域
防
災
計
画
の
検
証
見
直
し
を

　

行
う
。

②
消
防
防
災
体
制
の
強
化
の
た
め
、

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
や
防

　

火
水
槽
の
整
備
を
行
う
。

①
空
間
線
量
の
詳
細
な
モ
ニ
タ
リ
ン

　

グ
、
食
品
・
土
壌
等
の
モ
ニ
タ
リ

　

ン
グ
の
実
施
体
制
を
継
続
し
、
家

　

庭
用
食
材
や
学
校
給
食
食
材
の
簡

　

易
測
定
・
公
表
を
進
め
、
不
安
の

　

払
し
ょ
く
に
努
め
る
。

第
３
の
柱

次
世
代
の
地
域
を
担
う

人
材
の
育
成

①
南
郷
小
学
校
お
よ
び
田
島
中
学
校

　

校
舎
の
耐
震
化
工
事
を
進
め
、
管

　

内
小
中
学
校
の
耐
震
化
率
１
０
０

　

％
を
達
成
す
る
。

②
小
学
５
年
生
を
対
象
と
し
た
、
県

　

外
で
の
２
泊
３
日
の
児
童
集
団
宿

　

泊
交
流
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す

　

る
。

③
中
学
２
年
生
を
対
象
と
し
た
、
英

　

語
圏
へ
の
海
外
派
遣
交
流
事
業
に

　

つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
す
る
。

④
複
式
学
級
と
な
っ
て
い
る
小
学
校

　

へ
、
非
常
勤
講
師
を
配
置
し
、
き

　

め
細
や
か
な
学
習
指
導
を
行
う
。

⑤
中
学
生
を
対
象
と
し
た
学
習
サ
ポ

　

ー
ト
事
業
を
継
続
し
、
子
ど
も
た

　

ち
の
学
習
意
欲
と
学
力
の
向
上
に

　

努
め
る
。

⑥
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
継
続
配

　

置
し
、
身
体
面
や
学
習
面
で
の
配

　

慮
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
を

　

支
援
す
る
。

⑦
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　

を
配
置
し
、
家
庭
と
学
校
と
の
連

　

携
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
を

　

図
る
。

⑧
県
立
高
等
学
校
へ
の
支
援
で
は
、

　

田
島
高
校
・
南
会
津
高
校
の
学
習

　

環
境
の
充
実
を
図
り
、
生
徒
数
確

　

保
対
策
や
人
材
育
成
の
た
め
の
活

　

動
に
対
す
る
助
成
を
継
続
し
、
ス

　

ク
ー
ル
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
タ
ク
シ

　

ー
の
運
行
を
支
援
す
る
。

①
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
公
民
館

　

学
級
や
講
座
等
を
開
設
し
、
多
く

　

の
町
民
が
生
涯
学
習
に
親
し
む
場

　

の
拡
充
を
図
る
。

②
気
軽
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

　

習
慣
づ
く
り
を
醸
成
し
、
医
療
費

　

の
軽
減
に
向
け
た
健
康
的
な
身
体

　

づ
く
り
を
奨
励
す
る
。

③
び
わ
の
か
げ
運
動
公
園
内
に
バ
イ

　

オ
マ
ス
ト
イ
レ
を
整
備
し
、
利
用

　

者
の
利
便
向
上
を
図
る
。

④
若
者
対
策
事
業
で
は
、
ヤ
ン
グ
ス

　

ク
ー
ル
事
業
お
よ
び
婚
活
支
援
事

　

業
を
継
続
し
、
結
婚
の
き
っ
か
け

　

づ
く
り
の
支
援
を
行
う
。

⑤
田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎
を
は
じ

　

め
と
す
る
民
俗
芸
能
に
つ
い
て
、

　

保
存
団
体
と
の
連
携
や
結
束
を
図

　

り
な
が
ら
後
継
者
や
指
導
者
の
育

　

成
に
取
り
組
み
、
全
国
的
な
情
報

　

の
発
信
に
も
努
め
る
。

⑥
会
津
田
島
祇
園
祭
の
中
大
屋
台
格

　

納
庫
を
建
設
す
る
。

⑦
指
定
文
化
財
の
適
切
な
保
存
と
活

　

用
に
取
り
組
み
、
町
内
に
残
さ
れ

　

た
未
指
定
の
有
形
・
無
形
文
化
財

　

の
調
査
研
究
を
進
め
、
保
存
対
策

　

に
努
め
る
。　

⑧
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

　
「
前
沢
」
に
つ
い
て
は
、
曲
家
集

　

落
の
適
切
な
保
存
と
活
用
を
推
進

　

し
て
い
く
。

⑨
御
蔵
入
交
流
館
を
拠
点
と
し
、
町

　

民
に
優
れ
た
芸
術
鑑
賞
の
機
会
の

　

提
供
や
、
芸
術
文
化
活
動
を
支
え

　

る
人
材
育
成
を
推
進
す
る
た
め
、

　

文
化
ホ
ー
ル
自
主
事
業
の
充
実
に

　

努
め
る
。

⑩
奥
会
津
博
物
館
開
館
20
周
年
記
念

　

事
業
と
し
て
、
幕
末
の
絵
師
「
渡

　

部
南
嶽
」
お
よ
び
「
会
津
の
農
村

　

歌
舞
伎
」
の
企
画
展
を
開
催
し
、

　

芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
提
供

　

を
図
る
。

第
４
の
柱

恵
ま
れ
た

自
然
環
境
と
調
和
し
た

生
活
空
間
の
創
造

①
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
想
定
さ

　

れ
る
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電

　

設
備
の
導
入
を
引
き
続
き
進
め
る
。

②
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

　

置
費
補
助
制
度
を
継
続
し
、
一
般

　

家
庭
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

導
入
を
支
援
す
る
。

①
消
費
税
率
８
％
に
伴
う
水
道
使
用

　

料
に
つ
い
て
は
、
料
金
改
定
を
見

　

送
り
、
町
民
の
負
担
軽
減
の
一
助

　

と
す
る
。

②
上
水
道
・
簡
易
水
道
施
設
と
も
に
、

　

老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
工
事
を

　

継
続
し
て
実
施
し
、
水
道
水
の
安

　

定
供
給
に
努
め
る
。

①
計
画
的
に
生
活
道
路
の
改
良
、
橋

　

梁
の
修
繕
等
を
進
め
、
町
道
等
の

　

整
備
促
進
を
図
る
。

②
会
津
縦
貫
南
道
路
に
つ
い
て
、
田

　

島
工
区
の
整
備
区
間
へ
の
早
期
指

　

定
な
ど
、
一
日
も
早
い
実
現
に
向

　

け
、
要
望
活
動
を
継
続
し
て
展
開

　

し
て
い
く
。

③
国
道
３
５
２
号
中
山
ト
ン
ネ
ル
の

　

早
期
完
成
に
向
け
、
引
き
続
き
要

　

望
活
動
に
努
め
る
。

④
県
道
黒
磯
・
田
島
線
に
つ
い
て
は
、

　

ト
ン
ネ
ル
化
で
の
早
期
開
通
に
向

　

け
て
、
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て

　

い
く
。

①
除
雪
ド
ー
ザ
を
２
台
更
新
し
、
除

　

雪
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
活
用
な

　

ど
、
冬
期
間
の
住
民
生
活
の
安
全

　

確
保
と
不
安
解
消
を
図
る
。

①
町
景
観
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
制

　

度
の
周
知
と
適
正
な
事
務
を
執
行

　

す
る
。

②
景
観
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
、
景

　

観
推
進
地
区
・
景
観
重
点
地
区
の

　

指
定
を
進
め
る
。

③
景
観
重
要
建
造
物
や
景
観
重
要
樹

　

木
の
指
定
、支
援
制
度
を
構
築
し
、

　

美
し
い
南
会
津
町
を
後
世
に
残
し

　

て
い
く
よ
う
努
め
る
。

第
５
の
柱

町
民
と
行
政
と
の

協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
と

未
来
を
拓
く
行
政
経
営

①
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
町

　

の
事
業
展
開
に
対
し
、
町
民
の
皆

　

さ
ん
と
直
接
対
話
す
る
機
会
を
拡

　

充
し
、
意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ

　

て
い
く
。

②
「
地
域
力
創
造
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

　

事
業
」
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

で
設
定
さ
れ
た
提
言
の
具
現
化
に

　

取
り
組
ん
で
い
く
。

①
先
進
的
な
取
り
組
み
に
対
す
る
特

　

別
加
算
制
度
を
設
定
し
、
集
落
が

　

自
主
的
・
主
体
的
に
課
題
解
決
に

　

取
り
組
め
る
仕
組
み
づ
く
り
を
引

　

き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

①
昨
年
12
月
に
策
定
し
た
南
会
津
町

　

新
庁
舎
建
設
計
画
に
基
づ
き
、
地

　

質
調
査
、
開
発
許
可
申
請
、
地
中

　

熱
利
用
設
計
調
査
な
ど
を
進
め
る
。

②
新
庁
舎
建
設
計
画
策
定
委
員
会
を

　

は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

　

を
基
本
設
計
な
ど
に
反
映
さ
せ
る
。

①
最
終
判
断
と
し
た
平
成
27
年
度
ま

　

で
に
、
見
直
し
や
再
生
不
可
能
な

　

場
合
の
売
却
・
廃
止
、
雇
用
・
地

　

域
振
興
代
替
案
な
ど
に
つ
い
て
、

　

町
、
施
設
管
理
者
、
地
域
が
一
体

　

と
な
っ
て
検
証
を
進
め
て
い
く
。

①
滞
納
対
策
に
つ
い
て
は
、
庁
内
滞

　

納
整
理
対
策
委
員
会
を
中
心
に
、

　

関
係
各
課
の
連
携
と
情
報
の
共
有

　

化
に
よ
る
徴
収
体
制
お
よ
び
相
談

　

体
制
な
ど
の
強
化
を
図
り
、
引
き

　

続
き
、
積
極
的
に
収
納
率
の
向
上

　

に
努
め
る
。

①
町
職
員
の
勤
務
成
績
を
、客
観
的
・

　

統
一
的
に
評
価
す
る
「
職
員
の
人

　

事
評
価
制
度
」
を
新
た
に
取
り
入

　

れ
ま
す
。

防
災

11
放
射
能
対
策

12
教
育
・
学
習

13
生
涯
学
習
・
文
化
振
興

14
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

15
水
道
事
業

16
道
路
網
整
備

17
除
雪
体
制

18
景
観
対
策

19
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

20
集
落
応
援
交
付
金

21
役
場
新
庁
舎
建
設
計
画

22
第
三
セ
ク
タ
ー

23
滞
納
対
策

24
職
員
の
人
事
評
価

10

町が示す新年度の道標

空
き
家
対
策

９
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用
語
の
説
明

【
歳
入
】

自
主
財
源 

●  

町
が
自
主
的
に
収
入
で

き
る
財
源
の
こ
と
で
す
。
町
税
や
使

用
料
及
び
手
数
料
、
諸
収
入
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

依
存
財
源 

●  

地
方
交
付
税
や
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
、
地
方
債
な
ど
国

な
ど
を
経
由
す
る
財
源
で
す
。

町
税 

●  

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
で
す
。

繰
入
金 

●  

町
の
基
金
や
特
別
会
計
か

ら
の
繰
入
金
で
す
。

諸
収
入 

●  

町
税
の
延
滞
金
な
ど
、
他

の
収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入
の

こ
と
で
す
。

地
方
交
付
税 

●  

町
の
財
政
力
に
応
じ

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

地
方
交
付
税
は
、
財
政
力
の
不
均
衡

を
な
く
し
、
ど
の
住
民
に
も
一
定
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
、

国
税
と
し
て
集
め
ら
れ
た
税
金
の
う

ち
、
一
定
割
合
の
額
が
地
方
自
治
体

に
再
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金 

●  

各
種
事

業
に
対
す
る
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど

町
債 

●  

大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
の

借
入
金
な
ど

会計名 予算額 前年度からの増減

一　般　会　計 123 億 6,600 万円 ＋ 8 億 900 万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 20 億 8,100 万円 － 9,700 万円

介 護 保 険 17 億 5,880 万円 ＋ 5,650 万円

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 1,470 万円 ＋ 180 万円

農林業集落排水事業 1 億 4,300 万円 － 100 万円

公 共 下 水 道 事 業 4 億 500 万円 ＋ 500 万円

簡 易 水 道 事 業 6 億 9,100 万円 ＋ 3,900 万円

水 道 事 業 3 億 445 万 3 千円 ＋ 4,541 万 8 千円

合　計 179 億 6,395 万 3 千円 ＋ 8 億 5,871 万 8 千円

平成 26 年度
南会津町予算

区分 予算額（構成比）
人 件 費 22 億 867 万 9 千円 （17.9％）

物 件 費 18 億 4,260 万 2 千円 （14.9％）

維 持 補 修 費 4 億 6,303 万 8 千円 （3.7％）

扶 助 費 8 億 2,623 万 5 千円 （6.7％）

補 助 費 等 20 億 1,882 万 4 千円 （16.3％）

普通建設事業費 21 億 2,575 万 4 千円 （17.2％）

災害復旧事業費 1,020 万 8 千円 （0.1％）

公 債 費 16 億 550 万 3 千円 （13.0％）

積 立 金 2 億 2,917 万 3 千円 （1.8％）

貸 付 金 7,500 万円 （0.6％）

繰 出 金 9 億 1,746 万 9 千円 （7.4％）

予 備 費 4,351 万 5 千円 （0.4％）

合 計 123 億 6,600 万円

179 億
6,395 万 3 千円

総額

５
本
の
柱
を
軸
に
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

■平成26年度会計別予算額一覧

町税
15億3,243万円（12.4%）

地方交付税
64億2,800万円

（52.0%）

県支出金
9億654万4千円

（7.3%）

国庫支出金
8億6,243万3千円

（7.0%）

町債
13億6,780万円

（11.1%）

諸収入
1億8,718万1千円（1.5%）

繰入金
4億6,282万2千円（3.7%）

繰越金
3,000万円（0.2%）

使用料及び手数料
1億823万4千円

分担金及び負担金
4,475万6千円

財産収入など
2,971万4千円

（1.5%）
地方消費税交付金

2億429万1千円
地方譲与税

1億6,500万円
自動車取得税交付金

2,284万5千円
地方特例交付金など

1,395万円
（3.3%）

歳入

123億
6,600万円

自主財源
19.3％

依存財源
80.7％

総務費
19億8,664万5千円

（16.1%）

民生費
24億4,945万2千円

（19.8%）

衛生費
10億9,791万3千円

（8.9%）

労働費
1億9,424万1千円（1.5%）

農林水産業費
9億2,697万7千円

（7.5%）

商工費
6億7,518万5千円

（5.5%）

土木費
12億6,719万5千円

（10.2%）

消防費
8億7,398万7千円（7.1%）

教育費
11億1,196万5千円（9.0%）

公債費
16億550万3千円

（13.0%）

その他
5,372万4千円

（0.4%）

歳出

123億
6,600万円

議会費
1億2,321万3千円

（1.0%）

【性質別】
歳出予算を性
質別に分類し
ました

【目的別】
歳出予算を目
的別に分類し
ました

一般会計歳出 一般会計歳入

【
歳
出
】

性
質
別
歳
出

　

支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
義
務

的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
）、

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
と
い
っ
た
行

政
水
準
の
向
上
に
か
か
る
投
資
的
経
費

（
普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
）、

そ
の
他
の
経
費
に
区
分
で
き
ま
す
。

人
件
費 

●  

議
員
報
酬
、
職
員
給
与
な
ど

物
件
費 

●  

賃
金
、
旅
費
、
交
際
費
、
需

用
費
な
ど
消
費
的
性
質
を
も
つ
経
費

維
持
補
修
費 

●  

道
路
や
公
共
施
設
な

ど
を
管
理
す
る
た
め
の
経
費

扶
助
費 

●  

社
会
保
障
制
度
に
か
か
る

経
費

補
助
費
等 

●  

団
体
な
ど
に
対
し
て
行

政
上
の
目
的
か
ら
支
払
う
経
費
等

普
通
建
設
事
業
費 

●  

道
路
や
公
共
施

設
の
整
備
に
必
要
な
経
費

災
害
復
旧
事
業
費 

●  

災
害
で
被
災
し

た
施
設
な
ど
の
復
旧
経
費

公
債
費 

●  

町
の
借
金
な
ど
を
償
還
す

る
た
め
の
経
費

積
立
金 

●  

計
画
的
な
財
政
運
営
や
将

来
負
担
に
備
え
て
基
金
等
に
積
み
立

て
る
経
費

貸
付
金 

●  

町
が
直
接
あ
る
い
は
間
接

的
に
現
金
の
貸
付
を
行
う
経
費

繰
出
金 

●  

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基

金
と
の
間
で
、
相
互
に
資
金
運
用
を

す
る
た
め
の
経
費

平成26年度
主な新規事業

総務費
・空き家等対策事業

702万円
・教育旅行推進事業

203万円
民生費

・児童発達支援施設利用者支援事業
92万円

・臨時福祉給付金事業
7,530万円

・子育て世帯臨時特例給付金事業
1,859万円

衛生費
・高血圧対策事業

12万円
・ピロリ菌感染検査等助成事業

30万円
農林水産費

・経営所得安定対策緊急支援事業
2,430万円

・森林組合合併推進事業
205万円

商工費
・若者定住応援プログラム交付金事業

800万円
・クロスカントリーコース整備事業

686万円
・観光大使「んだべぇ」活用事業

225万円
・中大屋台格納庫建設事業

3,377万円
土木費

・伊南小学校前大型水路安全対策事業
3,093万円

・町営住宅建替事業
6,068万円

消防費
・消防防災施設整備事業

1,800万円
・消防車両更新事業

5,000万円
教育費

・スクールバス購入事業
1,620万円

・びわのかげ運動公園
・バイオマストイレ整備事業

1,265万円

町が示す新年度の道標

前年度比
8 億 5,871 万 8 千円の増
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課題解決に自ら考え、行動。
地域で支え合う体制づくり

　
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
25
年
度

ま
で
の
２
年
間
、
高
齢
者
の
見

守
り
体
制
の
構
築
と
地
域
に
お

け
る
共
助
の
確
立
を
目
的
に
、「
地
域
支
え

合
い
体
制
づ
く
り
助
成
事
業
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
福
島
県
小
規
模
介
護
施
設

等
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金
を
も
と
に
、

高
齢
者
世
帯
等
の
除
雪
支
援
体
制
づ
く
り
や

活
動
拠
点
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
要
望
の

あ
っ
た
行
政
区
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し

た
も
の
で
す
。
右
の
表
の
と
お
り
延
べ
33
地

区
が
事
業
を
活
用
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に

取
り
組
み
、
地
域
の
自
主
性
や
一
体
感
が
育

ま
れ
ま
し
た
。

町 健康福祉課  0241-62-6170問

　
齢
者
世
帯
に
冬
期
間
の
日

常
生
活
を
安
心
し
て
送
っ

て
も
ら
う
た
め
、
町
は
70

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に

「
高
齢
者
世
帯
等
除
雪
支
援
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
町
に
登
録
し
た
事
業
者
等
が
、
利
用

者
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
屋
根
の
雪

下
ろ
し
や
住
居
の
除
雪
を
実
施
す
る
ほ

か
、
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
も
含
め
た

事
業
展
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
２
月
中
旬
に
記
録

的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
交
通
機
関
や

電
力
供
給
に
一
部
支
障
が
あ
り
ま
し
た

高

町と地域が連携し、
雪を克服し住みよいまちへ

町の「これまで」と「これから」を結び
未来の南会津へとつなぐ道標 町 動の き

道標
01

Signpost of Minamiaizu

事業内容 年度 実施地区数

除雪支援体制づくり
H24 9
H25 11
計 20

活動拠点施設の整備
H24 13
H25 -
計 13

本事業の実施状況（実績）

　

横
町
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
27
・

３
％
を
占
め
、
高
齢
者
一
人
暮
ら
し
世
帯

の
全
世
帯
が
女
性
と
い
う
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
国
道
や
県
道
な
ど
の
主
要
路
線

が
走
っ
て
い
ま
す
が
、
住
居
は
道
路
か
ら

離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
、
高
齢
者
世

帯
に
と
っ
て
道
路
へ
出
る
ま
で
の
除
雪
作

業
が
困
難
な
状
況
で
し
た
。

地
域
で
雪
を
克
服
す
る
た
め
に

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
を
地
域
の

課
題
と
捉
え
、
地
域
住
民
で
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
こ
の

事
業
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
は
じ
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
事
業
の
要
と

な
る
除
雪
作
業
を
行
う
た
め
の

組
織
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
除

雪
支
援
隊（
以
下「
除
雪
支
援
隊
」）」

を
結
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
除
雪
作
業
を
効
率

的
か
つ
迅
速
に
行
う
た
め
、
除
雪
ロ
ー
ダ

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

除
雪
ロ
ー
ダ
に
よ
る
除
雪
作
業
は
、
運

転
免
許
の
ほ
か
、
作
業
資
格
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
除
雪
支
援
隊
員
の

作
業
資
格
の
取
得
に
全
面
的
に
協
力
し
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
養
成
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
資
格
保
持
者
が
15
名
と

な
り
、
緊
急
時
で
も
即
時
対
応
で
き
る
体

制
を
構
築
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

住
み
や
す
い
地
域
を
目
指
し
て

　

昨
年
12
月
か
ら
今
年
１
月
ま
で
は
雪
が

少
な
く
、
大
規
模
な
除
雪
作
業
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、高
齢
者
宅
周
辺
の
敷
地
、

道
路
（
赤
道
）
や
災
害
時
に
対
応
す
る
た

め
の
集
会
所
周
辺
の
除
雪
作
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

25
年
度
は
除
雪
支
援
隊
を
結
成
し
て
間

も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
試
験
的
に
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
の
課
題
も

み
え
て
き
ま
し
た
。

　

次
年
度
へ
向
け
て
、
降
雪
前
に
地
区
内

除
雪
箇
所
の
土
地
状
況
を
事
前
に
把
握
す

る
と
と
も
に
、
町
高
齢
者
除
雪
支
援
事
業

と
の
区
分
を
明
確
に
し
、
互
い
の
事
業
が

円
滑
に
進
む
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

冬
期
間
に
お
い
て
も
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
、
住
み
や
す
い
地
域
と
な
る
よ

う
、
本
事
業
を
機
会
に
、
地
域
で
共
に
考

え
、
地
域
で
共
に
取
り
組
み
、
地
域
で
共

に
課
題
解
決
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

VOICE

地域名 利用者数（人）
田島 359
舘岩 108
伊南 119
南郷 118

計 704

平成 25 年度事業利用者数 事業の支援内容

区　分 町支援額
住民税所得割
非課税世帯等

除雪単価の
９割

住民税所得割
課税世帯

除雪単価の
５割

が
、
家
屋
倒
壊
な
ど
の
大

き
な
被
害
も
な
く
、無
事
、

雪
解
け
の
季
節
を
向
か
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

除雪支援で高齢者の
冬の暮らしの不安を軽減

健康福祉課  0241-62-6170問

（３月１日現在）

道標
02

青島裕之建築設計室が
設計事業者に決定

総務課  0241-62-6100問

　
会
津
町
役
場
新
庁
舎
建
設
基
本

設
計
業
務
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査

会
は
、
３
月
18
日
に
御
蔵
入
交

流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
開
で
行
わ
れ
た
審
査
の
結
果
、
東
京
に

事
務
所
を
持
つ
「
青
島
裕
之
建
築
設
計
室
」

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
約
50
人
が
審
査
会
を
見
守

る
な
か
、
町
が
定
め
た
新
庁
舎
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
沿
っ
た
提
案
を
、
第
１
次
審
査
を
通
過

し
た
５
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
、
牧
田
和

久
審
査
委
員
長（
会
津
大
短
期
大
学
部
教
授
）

を
は
じ
め
５
人
が
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
会
は
、
設
計
過
程
に
お
け
る
町
民
参

加
等
の
考
え
方
、
雪
対
策
、
新
庁
舎
建
設
計

画
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
て
い
る
か
等
が
重

視
さ
れ
ま
し
た
が
、
青
島
裕
之
建
築
設
計
室

は
、
町
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
視

し
た
協
働
の
新
庁
舎
建
設
を
目
指
す
こ
と
、

雪
を
落
と
さ
な
い
堆
雪
型
屋
根
の
庁
舎
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
総
合
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
提
案
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
、
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

南

公開で行った審査会

25年度に除雪支援体制づくりを
実施した横町の湯田信吾区長に、
取り組みを語ってもらいました。
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役 場 か ら の お 知 ら せ

南会津町長選挙・南会津町議会議員補欠選挙
が行われます

町の将来を決める重要な選挙

南会津町長選挙・南会津町議会議員補欠選挙が４月20日（日）に行われます。
今回の選挙は、町の将来を決める重要な選挙です。貴重な一票を無駄にしないよう、
ルールを守って、明るくきれいな選挙を推進しましょう。

4
20 日

◆選挙の概要
　［告示日］　４月15日（火）
　［投票日］　４月20日（日）
　［投票時間］　午前７時～午後６時
　　※投票所が閉じる時刻にご注意ください。

◆投票できる人
　◎平成６年４月21日までに生まれた人
　◎平成26年１月14日までに転入届をした人

◆期日前投票
　　投票日当日、仕事や旅行などの都合により、
　投票所で投票できない人は、期日前投票の制度
　があります。

期日前投票所 期間・時間

南会津町福祉ホール

４月 16 日（水）～ 19 日（土）
午前８時 30 分～午後８時

舘岩総合支所

伊南総合支所

南郷総合支所

◆病院や施設等での不在者投票について
　　不在者投票ができる施設に指定されている、
　病院・老人ホーム等に入院・入所されている人
　は、その施設において不在者投票ができます。

◆郵便による不在者投票について
　　身体障害者手帳・戦傷病者手帳等を所持し、　
　障がいの程度が一定基準以上の人は、申請によ
　り「郵便投票証明書」の交付を受け、自宅で投
　票できる郵便による不在者投票制度があります。
　手続きについては、早めにすませてください。
　　また、介護保険の「要介護認定５」で在宅の人
　も郵便投票の対象となりますので、該当する人
　は選挙管理委員会まで相談してください。（要介
　護認定５で病院・施設等に入院・入所している
　人は、病院等で不在者投票することになります。）

南会津町選挙管理委員会  0241-62-6100
（総務課内）

問

有害鳥獣の捕獲体制を強化

南会津町鳥獣被害対策実施隊

　町では、有害鳥獣による農作物被害対策のため、
平成26年度より「南会津町鳥獣被害対策実施隊」を
編成し、有害鳥獣の捕獲体制を強化します。
　鳥獣による被害が多く発生する４月から11月に
かけて、猟友会の協力のもと、２名１班の実施隊
を３班編成し、土日祝日を除く平日に捕獲・巡回
業務を実施します。

◆実施隊編成
　田島地域、舘岩地域、伊南・南郷地域で各１班

有害鳥獣による被害軽減には・・・
　鳥獣はいつ、どこに出没するか予想できません。
実施隊による個体数調整を進めても、原因鳥獣の
全てを捕獲することは不可能です。
　農作物の被害軽減には、被害を受けにくい環境
を整えることが最も有効です。電気柵、侵入防止
ネットなどの導入をぜひご検討ください。

農林課 林政係  　　　 0241-62-6220
舘岩総合支所振興課　0241-78-3340
伊南総合支所振興課　0241-76-7717
南郷総合支所振興課　0241-72-2113

問

町の総合支援センターが
公益財団法人南会津町振興公社に統合

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

新
し
い
組
織
に

　

一
般
財
団
法
人
南
会
津
町
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
と
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
伊
南
・
南

郷
・
田
島
が
解
散
し
、
平
成
26
年
４
月
１

日
か
ら
公
益
財
団
法
人
南
会
津
町
振
興
公

社
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　

統
合
後
の
組
織
は
、振
興
公
社
の
本
部
、

舘
岩
支
局
、
伊
南
支
局
、
南
郷
支
局
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
町
観
光
物
産
協
会
の
各

支
部
も
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
は
、
も
と
も
と
業
務

内
容
の
多
く
が
重
複
し
て
い
ま
し
た
。
今

回
の
統
合
は
、
町
予
算
の
適
切
・
効
率
的

な
執
行
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
組
織
と
し
て
ス
タ
ー
ト

す
る
も
の
で
す
。

き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

　

業
務
の
内
容
は
、
今
ま
で
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
ず
、
き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
の
利

用
な
ど
も
従
来
ど
お
り
で
す
。

３月までの組織 総合支援センター
田島

一般財団法人
　南会津町
　総合支援センター

総合支援センター
伊南

総合支援センター
南郷

公益財団法人
南会津町振興公社 本部 舘岩支局 伊南支局 南郷支局

事務所 高齢者センター 舘岩会館 伊南会館 南郷総合センター
事務所の住所 永田字枇杷影2 松戸原55 古町字舘跡998 山口字村上842

電話番号 62-2442 78-2110・64-5677 76-7714 72-2220
ＦＡＸ 62-2910 78-3274 76-2384 72-2112

事務局組織体制

指定管理施設

①高齢者センター
②びわのかげ運動公園
③健康交流センター
④田島武道館
⑤郷土文化保存伝習館

①舘岩会館
②舘岩グラウンド
③しらかば公園
④しらかばの森

①伊南会館
②伊南グラウンド

①南郷総合センター
②南郷グラウンド

主な業務内容

▼スポーツ大会等の開催事業（郡体育協会、郡スポーツ少年団大会など）　▼各種スポーツ
教室の開催事業（スポーツ指導者講習会など）　▼子育て環境づくり事業（子育て支援セン
ター・つどいの広場など）　▼体操教室等の健康増進事業（体操教室、ますます元気教室など）
▼町からの委託事業（町内グラウンド整備事業など）　▼住民や各種団体の支援事業（各種
大会・催事の運営支援、事務スペースの提供など）　▼集落支援事業（集落の維持活性化の
ための支援など）　▼高齢者の生活環境整備に関する事業（除雪事業の補助的支援）　
▼各種団体事務局（ふるさと南会津会など）　▼勤労者の福利厚生事業（町勤労者互助会関
係事業など）　▼広報紙の発行事業（事業案内、各種イベントの案内など）　▼収益事業（飲
食物の販売事業、ふるさと納税者への特産品発送事業など）

観光物産協会 観光物産協会
本部・田島支部

観光物産協会
舘岩支部

観光物産協会
伊南支部

観光物産協会
南郷支部

事務所 公社本部と同じ 舘岩広域観光案内所 公社伊南支局と同じ 公社南郷支局と同じ
電話番号 62-3000 64-5611 64-5711 64-5811

ＦＡＸ 62-2910 78-3155 76-2384 72-2112

主な業務内容
▼広告宣伝事業（観光パンフレット作成など）　▼観光物産ＰＲ事業（「んだべぇ」活用事
業など）　▼観光案内事業（多種多様な観光案内業務など）　▼地域資源を活用した観光イ
ベント事業（名所・旧跡、祭事、特産品などを活用した各種事業）

総務課

管理業務課

事
務
局
長

支
局
長

課
　
長

業
務
課

支
局
長

業
務
課

（
町
職
員
派
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４月からこうなる。新組織体制
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（危険空き家等除却事業補助金）

◆事業の目的・趣旨
　町内にある空き家等で、適正に管理されずに、
倒壊や防犯上の問題など周辺住民への生活環境へ
の悪影響が大きい「危険空き家等」の解体費用の
一部を補助することで、地域の良好な景観の保全
と住民の安全で安心な暮らしを確保することを目
的としています。

◆支援の対象となる事業
　町内に住所を有する事業者に発注する除却工事
で、「南会津町空き家等の適正管理に関する条例」
に規定する助言、または指導を受けている空き家
等が対象となります。

「危険空き家等の除却」を支援します

対象 補助率 補助限度額

市町村民税
非課税世帯

補助対象経費の
３分の２以内の額 ８０万円

市町村民税
課税世帯

補助対象経費の
２分の１以内の額 ５０万円

総合政策課 地域振興係  0241-62-6240問

（若者定住応援プログラム交付金事業）
新規学卒者やＵ・Ｉターン者の生活を支援します

　町は、若者の定住の促進を図ることを目的に、
新規学卒者やＵ・Ｉターンの方々の生活支援を行
う支援制度を新たに設けました。

◆対象者
①新規学卒者
　　町に住所を有し、新規に中学・高校・大学等
　を卒業した日から１年以内に就業した人
②Ｕターン者
　　町外に転出し、再び町に転入した満39歳以下
　の人で、転入の日から１年以内に就業した人
　（町から転出した期間は１年以上であること）
③Ｉターン者
　　町を出身地とせず、町に転入した満39歳以下
　の人で、転入の日から１年以内に就業した人

◆３つの応援プログラム！
①定住促進支援交付金
　　対象者で町に住所を有し、町および他の市町
　村の企業に正社員として就職した人
　⇒１人１回限り、１０万円の商品券を交付し、
　　生活支援を行います。

②定住住宅費支援交付金
　　上記の該当者で、賃貸住宅に入居している人
　⇒賃貸住宅の賃貸料の２分の１を１年間支援し
　　ます。（２万円を限度）

③人材育成交付金
　　上記の該当者を雇用した町内企業
　⇒事業所に一人あたり１０万円を人材育成費と
　　して交付します。

商工観光課 商工振興係  0241-62-6200問

電話予約による証明書等の
時間外交付手続きが一部変更になります

　仕事などの都合により、平日の執務時間内に住
民票等の証明書を受け取ることができない人を対
象に実施していた「電話予約による住民票等証明
書の時間外交付」について、受け取り場所や時間
帯などが一部変更となりました。
◆予約できる人
　　本人および住民票に記載のある同一世帯の人
　　ただし、「印鑑登録証明書」の場合は本人のみ
◆予約できる証明書

［住民票関係］
住民票 印鑑登録証明書

［税証明関係］
所得証明書 評価証明書 課税証明書
評価額通知書 公課証明書 名寄写し
資産証明書

（集計表） 住宅家屋証明 納税証明書
（車検用含む）

◆受け取りできる人
　　電話予約した人（申請者本人）
◆受け取りできる場所
　　役場本庁および各総合支所の宿日直室
◆受け取りできる時間
　　【平日】午後５時30分～午後８時
　　【土日・祝日】午前９時～午後５時
　　※12月29日～１月３日は交付できません。
◆予約方法
　受取希望日の５日前から予約できます。平日の
午前９時から午後５時までに電話により予約して

ください。内容の確認と受け取りの際に必要な事
項についてご案内します。
※交付時のトラブルがないよう、受け取りを希望
　する場所の担当課にお電話ください。
※「印鑑登録証明書」が必要な場合は、印鑑登録証
　の番号を確認します。
◆受取方法
　申請者ご本人が、受け取りを希望した場所にお
越しください。窓口にて交付申請書への記入と手
数料をお支払いの上、お受け取りください。
　なお、受け取りの際に本人確認をさせていただ
きます。
※受け取りは、電話予約した人に限ります。（本人
　以外には交付できません。）
◆受け取りに必要なもの
　①運転免許証などの顔写真付の身分証明書
　②「印鑑登録証明書」の場合は印鑑登録証
　③「車検用の納税証明書」の場合は該当車両の
　　車検証
　④手数料（おつりのないようご準備ください）
　※手続き上、「身分証明書」、「車検証」のコピー
　　をとらせていただきます。

住民生活課（住民票）  0241-62-6120
税務課（税証明）　　  0241-62-6110
舘岩総合支所町民課　0241-78-3345
伊南総合支所町民課　0241-76-7712
南郷総合支所町民課　0241-72-2224

問

　町は、不妊・不育治療を受ける夫婦の経済的お
よび精神的負担の軽減を図るため、不妊・不育治
療等に要する費用の一部を助成しています。

◆対象者＝次の要件をすべて満たす人
 ・法律上の婚姻している夫婦であって、夫婦両者
　とも南会津町内に住所を有する人
 ・特定不妊治療または特定不育治療以外の方法で
　は、妊娠若しくは出産することができない、ま
　たは、その見込みが極めて少ないと医師に診断
　されている人
 ・申請日において、夫婦ともに町税等の滞納がな
　い人
◆対象経費
 ・医療保険各法が適用される不妊症、または不育
　症の検査費及び治療費
 ・医療保険各法が適用されない不妊症の検査およ
　び治療のうち、体外受精または顕微授精を除く
　検査費および治療費
 ・医療保険各法が適用されない不育症の検査費お
　よび治療費

子どもを産み育てたい人へ
（南会津町不妊不育治療費助成事業）

◆助成額
　年間２０万円を限度
◆助成期間
　同一の夫婦に対し 2 年間を限度
◆申請方法
　　町保健センターまで書類を提出してください。
　申請に必要な書類は、町保健センターまたは各
　総合支所町民課健康福祉係に備えてあります。
◆相談窓口
　　不妊・不育治療に関するお悩み、治療費助成
　に関するご質問等ありましたら、町保健センター
　までご連絡ください。

◆支援の対象者
　町税、使用料等を滞納していない方で、危険空
き家等の所有者等が対象者となります。

◆支援の内容

南会津町保健センター  0241-62-6180問
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年に１回、愛犬に愛情一本
狂犬病予防注射のお知らせ

■問い合わせ：本庁環境水道課　　舘岩総合支所振興課　　　　　　　　　　　　伊南総合支所振興課　　南郷総合支所振興課
　　　　　　　　0241-62-6140　　   0241-78-3335　　　　　　　　　　　　　　    0241-76-7717　　　　   0241-72-2114

　年に１度の狂犬病予防注射の季節になりまし
た。狂犬病は、人に感染し発症するとほぼ 100％
の確率で死に至る大変恐ろしい感染症で、人への
感染は、ほとんどが犬に噛まれることが原因です。
　町では、畜犬登録および狂犬病予防注射を次の
とおり実施しますので、必ず受けられるようお願
いいたします。
　なお、都合により受けられない方は、動物病院
などで受けさせてください。

　●  実施日
　　　右の日程一覧により実施いたします。

　●  注射の際に持参するもの
　　①手数料

　　　・狂犬病予防注射　1 頭につき 3,200 円
　　　　【内訳】注射済票交付手数料 550 円
　　　　　　　  予防注射料金 2,650 円

　　　・新規登録の場合、登録申請料 3,000 円
　　②問診票
　　　犬の登録をされている方へ別途案内通知と
　　ともに問診票を送付しますので、必要事項を

　　明記の上、当日ご持参ください。

　●  注射にあたってのお願い
　　・必ず犬を静止させることができる方が、注

　　　射会場まで連れてきてください。（獣医師、
　　　町職員では対応できません。）
　　・犬の体は清潔にし、安静状態で連れてきて
　　　ください。
　　・引き綱は、丈夫な鎖等を使用し、首輪の点
　　　検も行ってください。
　　・会場以外の場所での注射はできません。
　　・犬が妊娠・病気等の状態にあるときは、必
　　　ず注射前に申し出て獣医師の指示を受けて
　　　ください。
　　・フンの始末のできるものを持参してくださ
　　　い。
　　・犬が死亡したり、譲って飼育していない場
　　　合は届出ください。

　●  田島地域の方へ
　　　右に記載の３日間に注射を受けられない場
　　合は、下記のいずれかの会場で受けてくださ
　　い。

南 郷 地 域
木　伏 木伏転作センター前 9：30 ～ 9：40
大　橋 大橋集会所前 9：50 ～ 10：00
山　口 南郷体育館前 10：10 ～ 10：30
台板橋 台板橋集会所前 10：40 ～ 10：50
鴇　巣 鴇巣集会所前 11：00 ～ 11：10
宮　床 宮床集会所前 11：20 ～ 11：30

界 界公民館前 11：40 ～ 11：50
片　貝 片貝集会所前 13：10 ～ 13：20
下　山 下山公民館前 13：30 ～ 13：40
和泉田 和泉田農村環境改善センター前 13：50 ～ 14：10

東 東集会所前 14：30 ～ 14：40

4 22日 火

舘 岩 地 域
木　賊 木賊生活改善センター前 9：00 ～ 9：10
上ノ原 停留所前 9：15 ～ 9：20
小高林 小高林公民館前 9：25 ～ 9：30
助木生 星信生様宅前 9：35 ～ 9：40
穴　原 停留所前 9：45 ～ 9：50
たのせ 停留所前 9：55 ～ 10：00
塩ノ原 芳賀ウメノ様宅前 10：05 ～ 10：15
前　沢 前沢集会所前 10：20 ～ 10：25

福　渡
芳賀芳男様宅前 10：30 ～ 10：40
芳賀博之様宅前 10：40 ～ 10：50

松戸原 舘岩総合支所前 11：00 ～ 11：10
戸　中 戸中集会所前 11：15 ～ 11：25
熨斗戸 盛清隆様宅前 11：35 ～ 11：45
伊与戸 星隆様宅前 11：50 ～ 11：55
押　戸 橘健作様宅前 13：20 ～ 13：25
貝　原 貝原公民館前 13：30 ～ 13：40

湯ノ花
星健一様宅前 13：50 ～ 14：00
湯ノ花温泉交流センター前 14：00 ～ 14：10

水　引 水引公民館前 14：20 ～ 14：25

4 23日 水

舘 岩 地 域
番　屋 ごみ集積所前 9：05 ～ 9：10

岩　下
岩下交流促進センター前 9：15 ～ 9：25
みどりや商店様前 9：25 ～ 9：35

精　舎 精舎集会所前 9：40 ～ 9：45
井　桁 井桁集会所前 9：50 ～ 10：00

会津高原 ペンション大きな栗の木様前 10：10 ～ 10：25
高杖原 高杖原集会所前 10：30 ～ 10：40
八　総 阿久津政臣様宅前 10：45 ～ 10：55
森　戸 星定一様宅前 11：00 ～ 11：10

4 24日 木

田　島 役場本庁舎前 9：00 ～ 9：45
荒　海 農村環境改善センター前 10：00 ～ 10：30
桧　沢 桧沢地区公民館前 10：50 ～ 11：20

5 11日 日

田 島 地 域

針　生
青少年旅行村中央管理棟前 9：10 ～ 9：20
針生消防屯所前 9：25 ～ 9：35
平野オチウ様宅前 9：40 ～ 9：50

黒　沢 旧静川郵便局前 10：00 ～ 10：05
大豆渡 大豆渡消防屯所前 10：10 ～ 10：15
金井沢 金井沢多目的集会センター前 10：25 ～ 10：35

福米沢
桧沢地区公民館前 10：40 ～ 10：45
八巻昭夫様宅前 10：50 ～ 10：55

上塩江 上塩江多目的集会センター前 11：00 ～ 11：05
下塩江 下塩江林業研修センター前 11：10 ～ 11：15

高　野
高野生活改善センター前 11：20 ～ 11：25
猪股和美様宅前 11：30 ～ 11：35
佐藤和一様宅前 11：40 ～ 11：45

西　町 西町消防屯所前 13：10 ～ 13：15
新　町 ㈲東部自動車整備工場様前 13：20 ～ 13：30
松　下 町営住宅水防倉庫前 13：35 ～ 13：45
丹　藤 丹藤公民館前 13：50 ～ 13：55
大　町 行司ＮＨＫ中継所前 14：00 ～ 14：10

上中町・後原
中町・上町

田島体育館前 14：15 ～ 14：30
役場本庁舎前 14：35 ～ 14：50

5  9日 金

5  7日 水 田 島 地 域

滝　原
猪俣力三様宅前 9：10 ～ 9：15
君島正博様宅前 9：20 ～ 9：30

糸　沢 糸沢林業研修センター前 9：40 ～ 9：50
古　今 古今生活改善センター前 10：00 ～ 10：15

藤　生
上野ふれあいセンター前 10：25 ～ 10：35
藤生集会センター前 10：40 ～ 10：55

永　田
鷲神社前 11：05 ～ 11：15
永田林業研修センター前 11：20 ～ 11：25

今　生 びわのかげ運動公園駐車場
（永田橋下） 11：30 ～ 11：45

萩　野 萩野集会所前　 13：10 ～ 13：15
羽　塩 羽塩林業研修センター前 13：25 ～ 13：35
関　本 農村環境改善センター前 13：45 ～ 14：00
川　島 川島交流センター前 14：05 ～ 14：20

中荒井
旧中荒井住宅跡地 14：25 ～ 14：35
中荒井集会センター前 14：40 ～ 14：50

田 島 地 域
栗生沢 栗生沢生活改善センター前 9：10 ～ 9：25

小出原
室井運吉様宅前

9：35 ～ 9：55山下三和子様宅前
津田清様宅前

水　無
湯田安市様宅前 10：05 ～ 10：15
渡部秀一様宅前 10：20 ～ 10：25

田　部 田部生活改善センター前 10：35 ～ 11：00

長　野
星孝一様宅付近 11：10 ～ 11：20
長野林業研修センター前 11：25 ～ 11：40

折橋・宮本 折橋林業研修センター前 13：10 ～ 13：20
横　町

（南下原地内）山本敏廣様宅前 13：25 ～ 13：35

田部原
１・２

田部原第二地区集会所前 13：40 ～ 13：55
田部原コミュニティーセンター前 14：00 ～ 14：10

本町・東町
・横町 南会津保健福祉事務所前 14：20 ～ 14：50

5  8日 木

4 25日 金 伊 南 地 域
多々石 山の学習体験交流センター前 9：30 ～ 9：35
青　柳 青柳生活改善センター前 9：45 ～ 9：55
小　塩 小塩集会所前 10：00 ～ 10：10
宮　沢 宮沢集会所前 10：15 ～ 10：20
浜　野 川の学習体験交流センター前 10：25 ～ 10：35
白　沢 旧白沢公民館跡 10：45 ～ 10：55
古　町 上町公民館前 11：10 ～ 11：30
耻　風 スクールバス待合所 12：30 ～ 12：40
大　原 渡部進様宅前 12：50 ～ 12：55
小立岩 平野哲様宅前 13：05 ～ 13：10

大　桃
薬師堂前 13：20 ～ 13：40
民宿渓山様前 13：50 ～ 14：00

住民基本台帳の閲覧状況の
公表について

　住民基本台帳法の規定により、住民基本
台帳の一部の写しの閲覧の状況について、
下記のとおり公表します。

●  閲覧期間＝平成25年４月１日から
　　　　　　　平成26年３月31日まで

●  国または地方公共団体の機関の請求
　（住民基本台帳法第11条第3項）によるもの
申出人の氏名

（法人の場合は
その名称および
代表者等の氏名）

福島県直轄理事

利用目的の概要 「福島県政世論調査」
対象者の住所等の把握

閲覧の年月日 平成 25 年８月７日

閲覧にかかる
住民の範囲

南会津町永田地区の満
15 歳以上の男女 20 人

●  個人または法人の申出（住民基本台帳法
　  第11条の2第12項）によるもの
　該当なし

住民生活課 戸籍住民係  0241-62-6120問

　平成 26 年３月 20 日現在、80 件のふる
さと納税（応援寄附金）をいただきました。

住　所 氏　名
大阪府大阪市 山岡 謙吾 様
静岡県静岡市 杉山 直幹 様

匿名希望 ２件
計 ４件

【いただいたメッセージ】※順不同
　▼同じ東北出身の秋田です。
　▼田島地区で造られている日本酒が好き
　　で寄附したいと思いました。
　　何かの形で地域産業の助けになればう
　　れしいです。
　▼地域活性に役立てていただければと思
　　います。
　▼地域住民の皆さまのために使ってくだ
　　さい。

詳しくは、町ホームページをご覧ください。

平成 26 年２月 21 日～３月 20 日確認分

南会津町　ふるさと納税 検 索

総合政策課 地域振興係  0241-62-6240問

ふるさと納税（応援寄附金）
ありがとうございます
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町職員
人事異動

町は、平成26年４月１日付けで、
人事異動を行いました。

（　）は前職

組織の改編について

４月１日より役場組織の一部を改編しました。

▼ 「町税係」「固定資産税係」の新設
　　税務課課税係を２つに分け、「町税係」「固
　定資産税係」を新設し、町民に分かりやす
　い組織にするとともに、適正な税収管理を
　行います。

税務課 町税係
収税係

固定資産税係

収税係

課税係
税務課

旧組織

新組織

【
課
長
相
当
職
】

▽
総
合
政
策
課
長
（
商
工
観
光
課
長
）
角
田
厚

▽
参
事
兼
議
会
事
務
局
長（
舘
岩
総
合
支
所
長
）

室
井
裕
▽
舘
岩
総
合
支
所
長
（
舘
岩
総
合
支
所

振
興
課
長
）
星
善
光
▽
伊
南
総
合
支
所
長
（
参

事
兼
住
民
生
活
課
長
）
宍
戸
英
樹
▽
南
郷
総
合

支
所
長
（
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
長
）
馬
場
美

光
▽
住
民
生
活
課
長
（
伊
南
総
合
支
所
振
興
課

長
）
渡
部
正
義
▽
商
工
観
光
課
長
兼
観
光
交
流

係
長
（
商
工
観
光
課
主
幹
兼
観
光
交
流
係
長
）

相
原
盛
隆
▽
学
校
教
育
課
長
（
総
務
課
長
補
佐

兼
総
務
係
長
）
馬
場
秀
成
▽
舘
岩
総
合
支
所
振

興
課
長
（
総
務
課
主
幹
《
一
般
財
団
法
人
南
会

津
町
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
》）
山
根

博
▽
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
長
（
商
工
観
光
課

長
補
佐
兼
雇
用
対
策
係
長
）
羽
染
正
巳
▽
南
郷

総
合
支
所
振
興
課
長
（
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理

係
長
）
大
橋
三
郎
▽
税
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

兼
固
定
資
産
税
係
長
（
税
務
課
長
補
佐
兼
課
税

係
長
）
五
十
嵐
正
雄
▽
伊
南
総
合
支
所
振
興
課

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
農
林
建
設
係
長
（
伊
南
総

合
支
所
振
興
課
長
補
佐
兼
農
林
建
設
係
長
）
星

義
春

【
課
長
補
佐
相
当
職
】

▽
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
（
南
郷
総
合
支

所
町
民
課
長
補
佐
兼
健
康
福
祉
係
長
）
馬
場
宗

一
▽
総
務
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
（
総
務
課
長

補
佐
《
特
命
担
当
》）
小
寺
俊
和
▽
商
工
観
光

課
長
補
佐
兼
雇
用
対
策
係
長
（
教
育
委
員
会
分

室
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
）
五
十
嵐
小
一
郎

▽
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
（
舘
岩
総
合
支

所
振
興
課
長
補
佐
兼
農
林
建
設
係
長
）
阿
久
津

弘
典
▽
教
育
委
員
会
分
室
長
補
佐
兼
生
涯
学
習

係
長
（
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
伊
南
所
長
補
佐
）

星
欣
一
▽
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
長
補
佐
兼
農

林
建
設
係
長
（
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
長
補
佐

兼
健
康
福
祉
係
長
）
大
山
正
幸
▽
伊
南
総
合
支

所
町
民
課
長
補
佐
兼
健
康
福
祉
係
長
（
伊
南
総

合
支
所
振
興
課
主
任
主
査
兼
企
画
観
光
係
長
）

星
恵
一
▽
南
郷
総
合
支
所
町
民
課
長
補
佐
兼
健

康
福
祉
係
長
（
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
南
郷
所
長

補
佐
）
馬
場
勲
▽
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
長
補

佐
兼
環
境
水
道
係
長
（
建
設
課
都
市
計
画
係

長
）
渡
部
敏
明
▽
健
康
福
祉
課
主
任
主
査
兼
健

康
増
進
係
長
（
総
務
課
管
財
係
長
）
星
貴
夫
▽

農
林
課
主
任
主
査
兼
国
土
調
査
係
長
（
健
康
福

祉
課
主
任
主
査
兼
健
康
増
進
係
長
）
渡
部
洋
三

▽
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
主
任
主
査
兼
総
務
係

長
（
農
林
課
国
土
調
査
係
長
）
小
勝
弥
▽
南
郷

総
合
支
所
町
民
課
主
任
保
健
技
査
（
健
康
福
祉

課
主
任
保
健
技
査
）
渡
部
和
子
▽
び
わ
の
か
げ

保
育
所
主
任
保
育
士
（
田
部
原
保
育
所
主
任
保

育
士
）
室
井
恵
美
▽
田
部
原
保
育
所
主
任
保
育

士
（
び
わ
の
か
げ
保
育
所
主
任
保
育
士
）
広
野

幸
子
▽
総
務
課
主
任
主
査
兼
秘
書
係
長
（
総
務

課
秘
書
係
長
）
山
内
秀
剛
▽
総
合
政
策
課
主
任

主
査
兼
地
域
振
興
係
長
（
総
合
政
策
課
地
域
振

興
係
長
）
星
良
栄
▽
住
民
生
活
課
主
任
主
査
兼

消
防
交
通
係
長（
住
民
生
活
課
消
防
交
通
係
長
）

渡
部
秀
介
▽
健
康
福
祉
課
主
任
主
査
兼
介
護
保

険
係
長
（
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係
長
）
菅
家

康
夫
▽
健
康
福
祉
課
主
任
保
健
技
査
（
健
康
福

祉
課
保
健
技
査
）
木
村
真
理
子
▽
環
境
水
道
課

主
任
主
査
兼
業
務
係
長
（
環
境
水
道
課
業
務
係

長
）
湯
田
紳
介
▽
環
境
水
道
課
主
任
主
査
兼
水

道
係
長
（
環
境
水
道
課
水
道
係
長
）
野
中
昭
一

▽
図
書
館
主
任
主
査
兼
事
業
係
長
（
図
書
館
事

業
係
長
）
八
木
沢
誠
二
▽
舘
岩
総
合
支
所
町
民

課
主
任
主
査
（
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
主
査
）

星
文
夫
▽
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
主
任
主
査
兼

住
民
税
務
係
長
（
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
住
民

税
務
係
長
）
小
山
美
香

【
係
長
相
当
職
】

▽
税
務
課
町
税
係
長
（
総
合
政
策
課
主
査
）
渡

部
さ
つ
き
▽
農
林
課
農
政
係
長（
建
設
課
主
査
）

橘
昭
▽
建
設
課
都
市
計
画
係
長
（
農
林
課
農
政

係
長
）
星
博
文
▽
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
企
画

観
光
係
長
（
総
合
政
策
課
主
査
）
湯
田
賢
史
▽

総
合
政
策
課
主
査
（
総
務
課
主
査
《
福
島
県
派

遣
》）
阿
久
津
政
臣
▽
税
務
課
主
査
（
教
育
委

員
会
分
室
主
査
）
室
井
辰
也
▽
住
民
生
活
課
主

査
（
環
境
水
道
課
主
査
）
丸
山
英
司
▽
農
林
課

主
査
（
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
主
査
）
赤
塚
健

弥
▽
環
境
水
道
課
主
査
（
舘
岩
総
合
支
所
振
興

課
主
査
）宇
都
宮
英
幸
▽
環
境
水
道
課
主
査（
舘

岩
総
合
支
所
振
興
課
主
査
）
樋
口
和
夫
▽
農
業

委
員
会
主
査
（
図
書
館
主
査
）
皆
川
忠
昭
▽
生

涯
学
習
課
主
査（
南
郷
総
合
支
所
町
民
課
主
査
）

齋
藤
成
▽
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
主
査
（
伊
南

総
合
支
所
町
民
課
主
査
）
大
山
幸
祐
▽
舘
岩
総

合
支
所
振
興
課
主
査
（
生
涯
学
習
課
主
査
）
馬

場
芳
男
▽
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
主
査
（
舘
岩

総
合
支
所
町
民
課
主
査
）
平
野
誠
▽
伊
南
総
合

支
所
町
民
課
主
査
（
税
務
課
主
査
）
星
良
太
郎

▽
南
郷
総
合
支
所
町
民
課
主
査
（
環
境
水
道
課

主
査
）
馬
場
英
樹
▽
び
わ
の
か
げ
保
育
所
保
育

技
査
（
舘
岩
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
大
竹
順
子
▽

健
康
福
祉
課
保
健
技
査
（
健
康
福
祉
課
副
保
健

技
査
）
上
島
雅
▽
健
康
福
祉
課
保
健
技
査
（
健

康
福
祉
課
副
保
健
技
査
）
佐
藤
円
▽
舘
岩
総
合

支
所
振
興
課
主
査
（
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
副

主
査
）室
井
隆
宏
▽
南
郷
保
育
所
保
育
技
査（
南

郷
保
育
所
副
保
育
技
査
）
五
十
嵐
千
賀

【
係
員
相
当
職
】

▽
環
境
水
道
課
副
主
査
（
農
林
課
副
主
査
）
舟

木
健
▽
教
育
委
員
会
分
室
副
主
査
（
農
林
課
主

事
）
目
黒
拓
▽
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
副
主
査

（
農
業
委
員
会
副
主
査
）
菊
地
正
彦
▽
田
部
原

保
育
所
副
保
育
技
査
（
び
わ
の
か
げ
保
育
所
保

育
士
）
玉
川
佳
子
▽
農
林
課
主
事
（
会
計
室
主

事
）
齋
藤
大
也
▽
商
工
観
光
課
主
事
（
住
民
生

活
課
主
事
）
渡
部
絵
美
▽
舘
岩
総
合
支
所
振
興

課
主
事
（
商
工
観
光
課
主
事
）
渡
部
高
志

【
技
能
労
務
職
】

▽
南
郷
保
育
所
主
任
調
理
員
（
伊
南
保
育
所
主

任
調
理
員
）
酒
井
浩
行

【
派
遣
】

▽
総
務
課
係
長
《
公
益
財
団
法
人
南
会
津
町
振

興
公
社
派
遣
》（
住
民
生
活
課
主
査
）
星
克
之

▽
総
務
課
係
長
《
公
益
財
団
法
人
南
会
津
町
振

興
公
社
派
遣
》（
学
校
教
育
課
主
査
）
林
明
宏

▽
総
務
課《
福
島
県
派
遣
》（
環
境
水
道
課
主
査
）

山
内
大
和

◇
退
職

長
沼
芳
樹
（
総
合
政
策
課
長
）
酒
井
直
伸
（
参

事
兼
議
会
事
務
局
長
）
齋
藤
友
一
（
伊
南
総
合

支
所
長
）
近
藤
甚
悦
（
南
郷
総
合
支
所
長
）
原

田
稔
（
学
校
教
育
課
長
）
杉
原
一
成
（
総
務
課

主
幹
）
湯
田
信
隆
（
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
長

補
佐
兼
環
境
水
道
係
長
）
星
利
充
（
舘
岩
総
合

支
所
町
民
課
主
任
主
査
兼
総
務
係
長
）
小
林
礼

子
（
税
務
課
主
任
主
査
）
齋
藤
新
一
（
伊
南
総

合
支
所
振
興
課
主
任
主
査
）
湯
田
エ
イ
子
（
田

島
小
学
校
主
任
調
理
員
）
齋
藤
公
一
（
南
郷
保

育
所
主
任
調
理
員
）

2014年度

◇
新
規
採
用

　

４
月
１
日
付
け
新
規
採
用

南
会
津
町
が
大
好
き
で
す
。
そ
ん
な
南
会

津
町
の
た
め
に
働
け
る
こ
と
を
誇
り
に
、

精
一
杯
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 建設課主事

星  拓哉
学校教育課主事

酒井  響

南
会
津
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
全

力
で
職
務
を
全
う
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

元
気
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会計室主事
赤松了太

南
会
津
町
を
よ
り
よ
い
町
に
す
る
た
め

に
、
日
々
努
力
を
続
け
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

住民生活課主事
五十嵐和樹

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
の
び

の
び
と
成
長
で
き
る
よ
う
、
保
育
を
通
し

て
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

伊南保育所保育士
星  美穂

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
保

育
者
と
し
て
精
一
杯
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

舘岩幼稚園教諭
児山加世子
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平
成
25
年
度
町
教
育
委
員
会
表
彰

式
が
３
月
３
日
、
御
蔵
入
交
流
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
の
文
化
振
興
や

教
育
行
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
や
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
94
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
表
彰（
３
人
）

▼
芳
賀
文
助
（
奥
会
津
博
物
館
の
藍

染
講
座
講
師
と
し
て
技
術
の
伝
承
と

後
継
者
の
育
成
に
尽
力
）

▼
星  

健
治
（
昭
和
52
年
か
ら
現
在

ま
で
高
野
三
匹
獅
子
後
継
者
育
成
指

導
者
と
し
て
尽
力
）

▼
渡
部
英
明
（
平
成
19
年
４
月
か
ら

平
成
24
年
３
月
ま
で
田
島
小
学
校
父

母
と
教
師
の
会
会
長
と
し
て
５
年
間

在
職
）

功
績
表
彰（
１
人
）

▼
室
井
洋
左
（
平
成
18
年
５
月
か
ら

平
成
24
年
５
月
ま
で
南
会
津
町
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
長
と
し
て
尽
力
）

奨
励
賞（
90
人
）

▼
一
野
谷
優ゆ

ま麻
（
第
30
回
北
日
本
少

年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
・

２
位
）
▼
一
野
谷
翔か

な奈
（
第
30
回
北

日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
・
３
位
）
▼
湯
田
琉る

い生
（
第
30

回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
・
優
勝
）
▼
高
橋
瑞み
ず
ほ穂
（
第

２
回
和
道
会
北
日
本
空
手
道
選
手
権

大
会
・
３
位
）
▼
星  

遼り
ょ
う
が河
（
第
34

回
福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
公
認

記
録
会
男
子
大
回
転
・
優
勝
）
▼
湯

田
那な

ゆ

た
優
太
（
第
23
回
福
島
県
少
年
空

手
道
選
手
権
大
会
・
優
勝  

他
）
▼

阿
久
津  

空そ
ら
（
第
34
回
福
島
県
ジ
ュ

ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
公
認
記
録
会
女
子
大

回
転
・
優
勝  

他
）
▼
阿
久
津  

流
り
ゅ
う

（
第
17
回
全
国
少
年
少
女
選
抜
選
手

権
・
３
位
）
▼
岩
堀  

光ひ
か
る（
第
66
回

県
総
体
ス
ポ
少
ス
キ
ー
競
技
大
会

小
５
男
子
大
回
転
・
優
勝
）
▼
立

石  

廉れ
ん

（
第
２
回
和
道
会
北
日
本
空

手
道
選
手
権
大
会
・
３
位
）
▼
湯
田

大ひ
ろ
と翔
（
第
30
回
全
国
少
年
少
女
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
・
３
位
）
▼
嶋  

茉ま
ひ
ろ央
（
第
30
回
北
日
本
少
年
少
女
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
・
３
位
）
▼

中
丸
雄ゆ
う
や哉
（
２
０
１
３
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
小
学
男
子

大
回
転
・
４
位
）
▼
馬
場
元げ
ん
き規
（
第

66
回
県
総
体
ス
ポ
少
ス
キ
ー
競
技
大

会
小
６
男
子
ク
ロ
カ
ン
・
優
勝
）
▼

湯
田
飛し
ぶ
き輝
（
第
71
回
和
道
会
東
北
空

手
道
選
手
権
大
会
団
体
組
手
・
優

勝  

他
）
▼
渡
部
桐と
う
こ子
（
第
21
回
関

東
甲
信
越
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
大

会
・
３
位
）
▼
菊
地
朝あ
さ
と仁
（
第
66
回

県
総
体
ス
ポ
少
ス
キ
ー
競
技
大
会
中

１
男
子
大
回
転
・
優
勝
）
▼
齋
藤

文あ
や
か加
（
第
56
回
福
島
県
中
学
校
体
育

大
会
ス
キ
ー
競
技
大
会
ク
ロ
カ
ン
・

優
勝  

他
）
▼
馬
場
遥は
る
き己
（
第
29
回

福
島
県
中
学
校
選
抜
剣
道
大
会
・
優

勝
）
▼
星  

有ゆ
う
と人
（
第
71
回
和
道
会

東
北
空
手
道
選
手
権
大
会
・
優
勝  

他
）
▼
五
十
嵐
壮そ
う
し志
（
第
56
回
福
島

県
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
ク

ロ
カ
ン
・
優
勝
）
▼
大
嶋  

仁じ
ん
（
第

２
回
和
道
会
北
日
本
空
手
道
選
手
権

大
会
・
優
勝  

他
）
▼
大
嶋  

柚ゆ
ず
（
第

50
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
女

子
大
回
転
・
優
勝
）
▼
佐
藤  

颯
は
や
て

（
第
21
回
関
東
甲
信
越
少
年
少
女
レ

ス
リ
ン
グ
大
会
・
３
位
）
▼
渡
部

禄さ
ち
や也
（
少
年
柔
道
育
成
杯
第
十
回
少

年
柔
道
体
重
別
大
会
・
３
位
）
▼
角  

育い
く
み美

（
第
59
回
福
島
県
高
等
学
校
体

育
大
会
ス
キ
ー
競
技
ク
ロ
カ
ン
・
優

勝
）
▼
菅
家
若わ
か
ば葉
（
２
０
１
３
福
島

県
柔
道
選
手
権
大
会
・
優
勝
）
▼
髙

橋
勇ゆ
う
き樹
（
第
59
回
福
島
県
高
等
学

校
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
・

優
勝  

他
）
▼
渡
部
楽が
く
や也
（
第
59
回

福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
レ
ス

リ
ン
グ
競
技
・
優
勝  

他
）
▼
湯
田

浩こ
う
せ
い成

（
第
31
回
全
日
本
空
手
道
連
盟

和
道
会
全
関
東
空
手
道
競
技
大
会
・

優
勝  

他
）
▼
五
十
嵐
大だ
い
す
け介

（
第
13

回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
・
優
勝
）
▼
渡
部
康や
す
ひ
こ彦

（
第
25
回
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
福
島
大

会
・
総
合
優
勝
）
▼
り
ん
ど
う
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

＝
吉
村
な
つ
め
・
桜
木
菜な

な

み
々
美
・
佐

藤  

伶れ
い

・
湯
田
真ま

お生
・
湯
田
結ゆ

な那
・

鹿
目  

遥は
る
か・

湯
田
眞ま

の

か
乃
香
・
湯
田

綾あ
や
ね音
・
星  

莉り

な那
・
湯
田
寧ね

ね々

・
大

竹
杏あ

み実
・
福
田
紗さ
ゆ
み弓
・
湯
田
二ふ
た
ば葉
・

大
桃
さ
や
か
（
第
66
回
県
総
体
ス

ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
優
勝  

他
）
▼
田
島
中
学
校
＝
星  

有
人
・

大
嶋  

仁
・
星  

智と
も
ひ
ろ大
（
第
15
回
東
北

中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
・
団
体

３
位
）
▼
南
会
津
中
学
校
＝
齋
藤
文

加
・
五
十
嵐  

蛍ほ
た
る・

齋
藤
千ち
さ
と聖

・
馬

場
海み

う羽
・
酒
井
奈な

な

み
々
美
・
梁
取
は

な
・
大
塚
彩あ
や
も雲
（
第
56
回
福
島
県
中

学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
ク
ロ
カ

ン
中
学
女
子
リ
レ
ー
・
優
勝
）
▼
渡

部
智と
も
ひ
ろ浩
（
第
28
回
東
北
高
等
学
校
選

抜
ボ
ー
ト
大
会
・
２
位
）
▼
樋
口

紗さ

や也
（
第
15
回
東
北
高
等
学
校
な
ぎ

な
た
選
手
権
大
会
・
団
体
３
位
）
▼

星  

奏そ
う
（
第
37
回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
福
島
支
社
コ
ン
ク
ー
ル
・
最

優
秀
賞
）
▼
室
井
琉り
ゅ
う
と斗

（
第
37
回
こ

ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
コ
ン
ク

ー
ル
・
銀
賞  

他
）
▼
湯
田
成な
る
み美

（
第

81
回
全
国
書
画
展
覧
会
・
広
島
県
知

事
賞
）
▼
芳
賀
裕ゆ
う
た
ろ
う

太
郎
（
第
57
回
福

島
県
書
き
ぞ
め
展
・
書
き
ぞ
め
大
賞
）

▼
栗
城  

元げ
ん

（
第
58
回
福
島
県
書
き

ぞ
め
展
・
書
き
ぞ
め
大
賞
）
▼
塩
生

紋あ
や
か加（

第
58
回
福
島
県
た
な
ば
た
展
・

た
な
ば
た
大
賞
）
▼
星  

陽ひ

な

た
南
多
（
第

58
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展
・
書
き
ぞ

め
大
賞
）
▼
齋
藤
朱あ
か
り里
（
ふ
く
し
ま

エ
コ
川
柳
・
エ
コ
と
わ
ざ
作
品
コ
ン

テ
ス
ト
・
最
優
秀
賞
）
▼
渡
辺
優ゆ
う
な南

（
Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
生
第
57

回
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
・
Ｊ
Ａ
共
済
連

合
会
長
賞
・
銅
賞
）
▼
塩
生
咲さ

き希

（
Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
生
第
57

回
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
・
文
部
科
学
大

臣
奨
励
賞  

他
）
▼
橘  
愛あ
い
（
第
57
回

福
島
県
書
き
ぞ
め
展
・
書
き
ぞ
め
大

賞
）
▼
君
島
利と
し
か
つ勝
（
全
日
本
写
真
展

２
０
１
３
・
銀
賞
）
▼
湯
田  

哲
さ
と
し（
第

59
回
県
発
明
展
・
県
知
事
賞
）
▼

田
島
太
鼓
龍
巳
会
「
白
鼓
」
＝
渡

部
龍り
ゅ
う
だ
い大
・
渡
部
晃こ
う
だ
い大
・
阿
久
津

光こ
う
た
ろ
う

太
郎
・
星  

和や
ま
と・

草
野
琳り

な那
・
湯

田
有あ
り
さ咲
・
室
井
柚ゆ
ず
き紀
（
太
鼓
祭
in
な

と
り
北
日
本
大
会
・
準
優
勝
）
▼
田

島
太
鼓
龍
巳
会
＝
佐
藤  

駿し
ゅ
ん・
阿
久

津
怜れ
お
ん音
・
室
井
涼す
ず
か伽
・
大
竹
春は
る
か歌
・

大
川
桃も
も
か佳
・
阿
久
津
美み
い
な愛
・
湯
田

隼し
ゅ
ん
ぺ
い平
・
平
野  

彩あ
や
・
菅
原
佑ゆ
は
る晴
・

草
野
琉る

き稀
・
小
泉
龍り
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
・
大
竹

楓ふ
う
か歌

（
太
鼓
祭
in
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

２
０
１
３
組
太
鼓
日
本
一
決
定
戦
・

優
勝
）
▼
湯
田
美み

か

こ
香
子
・
大
竹
真ま

お央

（
第
66
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
高
等
学
校
部
門
・
金
賞
）

▼
佐
藤
志し

ほ保
（
第
66
回
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
大
学
職
場
一

般
部
門
・
金
賞
）

南
会
津
町
教
育
委
員
会
表
彰
式

94
人
が
表
彰

教育委員会
表彰
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熱狂、興奮の一日

313

　ソチ冬季オリンピックのスノーボード男子ハーフパイプ競
技で銀メダルを獲得した平野歩夢選手（新潟県村上市）が、
会津高原南郷スキー場や役場本庁舎を訪問し、町民から多く
の祝福を受けました。
　平野選手は、小学生の時に同スキー場を拠点に練習を重ね、
今回の訪問はお世話になったことを感謝しようと来町されま
した。
　スキー場では、南郷保育所や伊南保育所の子どもたちが平
野選手をかわいらしく出迎えました。平野選手はハーフパイ
プで世界最高レベルの滑走を披露。訪れた多くの観衆を魅了
しました。
　同日、南会津中学校で行われていた卒業式にも登場した平
野選手は、同学年の卒業生の門出を祝福しました。
　続いて訪れた役場本庁舎でも、多くの町民が平野選手を祝
福しようと詰め掛けました。庁舎前で行われた歓迎セレモニ
ーでは、町から平野選手へ激励金と地元特産品が贈られまし
た。平野選手はその後、町長室で大宅町長らと和やかに歓談。
南郷スキー場のハーフパイプで練習した頃の思い出や、４年
後の平昌冬季オリンピックへの抱負などを語りました。

　平野選手の活躍を、これからも南会津町は応援します。

平野歩夢選手、来町！

01

02

03

04

05 06

01_会津高原南郷スキー場では、子どもた
ちがかわいいポンポンで平野選手を出迎え
た。02_子どもたちと記念撮影に応じる平
野選手。優しい笑みがこぼれる。03_ハー
フパイプで披露した高いエアで、観衆を魅
了。04.05_役場本庁舎で行われた歓迎セレ
モニーでは、大宅町長をはじめ、多くの町
民の皆さんが祝福に訪れた。06_町長室で、
平野選手は４年後のオリンピックでの金メ
ダル獲得を力強く語りました。

311

　東日本大震災から３年。震災で犠牲になられた
方々へ哀悼を捧げ、復興への思いを新たに、前へ
進んでいくため「ふくしま復興の誓い2014in南会
津」が御蔵入交流館を会場に開催されました。
　会場では、2,000本のキャンドルを使用した「キ
ャンドルナイト」や南会津の元気を発信するステ
ージイベント、復旧・復興状況を記したパネル展
示、復興を祈願する紙風船の打ち上げなどが催さ
れました。
　キャンドルナイトに使用されたキャンドルに
は、復興を誓ったメッセージが書かれ、来場者は
一つ一つ思いを込めて、希望の明かりをともしま
した。

思い新たに、前へ
ふくしま復興の誓い2014in南会津

んだべぇ

320
んだべぇ誕生日

　昨年９月から町の観光大使として活動する「ん
だべぇ」。実は、４町村が合併して南会津町が誕生
した日である３月20日が誕生日だったんです。
　そんな「んだべぇ」の誕生会が同日、びわのか
げ子育て支援センターと町長室で行われました。
　支援センターの子どもたちとは、一緒に『んだ
べぇ体操』を踊ったりして楽しんだ「んだべぇ」。
町長室では、大宅町長から「これからも町のＰＲ
をよろしく」と、励ましの言葉と誕生
ケーキが送られました。
　何歳になったのかインタビュー
しましたが、「わすれたべぇ」と
はぐらかされてしまいました。
　「んだべぇ」、これからも南
会津町のＰＲを頑張ってね。
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夢を抱き、新たなステージへ進む

　町内の７町立小学校で、３月20日、卒業式が行
われ、141人の児童が通い慣れた学びやを後にし
ました。
　荒海小学校では、星裕次郎校長先生が23人の卒
業生に卒業証書を授与し、「皆さんは、育ててくれ
た両親や地域の方々にお世話になり、支えられて
います。いつか自分も他人を助け、地域を支える
人になってほしい」と激励しました。
　その後、卒業生たちは壇上で、お世話になった
両親や先生、地域の方々への感謝のことばを発表
しました。

　町立５中学校の卒業式は、３月13日に行われ、
155人の生徒に卒業証書が手渡されました。
　昨年４月に統合した南会津中学校では初めての
卒業式となりました。式では、渡部正弘校長先生
が22人の卒業生に卒業証書を授与した後、「南会
津中学校の最初の卒業生の皆さんの顔には、力強
い自信が見えます。皆さんは新たな歴史を堂々と
作り上げました」と卒業生たちへの激励のことば
を送りました。

町内小中学校で卒業式

　３月25日、４つの町立保育所でそれぞれ満了式
が行われました。
　取材に訪れた田部原保育所では、20人の子ども
たちに保育証書が授与されました。証書を受け取
った子どもたちは、「スケート選手になりたい」「Ａ
ＫＢ48になりたい」など将来の夢を元気に発表。
また、「いつもご飯を作ってくれてありがとう」な
ど、お母さんへの感謝のことばを口にしました。

元気に巣立つ、子どもたち
町立保育所満了式

　３月８日、御蔵入交流館で国立がん研究センタ
ー研究所分野長の上園保仁さんと、福島県農業総
合センター浜地域研究所長の渡部隆さんを講師に
迎えて、町健康公開セミナーが開催され、多くの
町民の方が聴講しました。
　講師から、がん治療の際の抗がん剤に伴う副作
用の解消に向けた漢方薬の効能や、会津地方にお
ける薬草栽培、栽培の歴史についての説明があり、
来場者は真剣に耳を傾けていました。

がん治療の生活の質を向上させる漢方薬

小学校６年間の思い出を胸に、
彼らは中学校という新たなステージへ進みます。

「ひかり園」で初の修了式
　３月28日、発達支援センターみなみあいづ「ひ
かり園」の開所後、初となる修了式が同園で行わ
れました。式は修了を迎えた児童や、入園児、その
家族が出席し、アットホームな雰囲気に包まれま
した。
　修了児の保護者から「はじめは不安でしたが、
ひかり園に通う子どもの姿が次第に生き生きと感
じられるようになりました。子どもにとって、と
ても貴重な時間を過ごさせていただき、感謝の気
持ちでいっぱいです」とあいさつがありました。

修了したお子さん、そして家族の皆さん、
おめでとうございました。

　特別養護老人ホーム「優雅」開所に伴う地元農産物活用
に係る協定書締結式が、３月25日、町長室で行われました。
　今年９月に開所予定の「優雅」を運営する社会福祉法人
桜寿会（三瓶聰志理事長）と、ＪＡ会津みなみ（星安博組
合長）が締結し、大宅町長が立会人として署名しました。
協定は同施設で地域の農産物を積極的に活用すること、
同ＪＡは安心安全な地元農産物を提供することが定めら
れています。三瓶理事長は「食べ慣れた南会津産の食材
を使うことで、我が家と同じように感じてくれるはず」、
星組合長は「地産地消はありがたい」とあいさつしました。

地元農産物を特養で活用

協定を締結した（左から）三瓶理事長、
大宅町長、星組合長

　

３
月
18
日
に
百
歳
と
な
ら
れ
た
星
ツ
ル

さ
ん
へ
の
賀
寿
贈
呈
式
が
22
日
、
自
宅
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
内
保
二
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
長

か
ら
賀
寿
状
と
記
念
品
の
木
杯
の
伝
達
が

行
わ
れ
た
後
、
大
宅
宗
吉
町
長
か
ら
賀
寿

状
と
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ひ
孫
の
星
英
里
香
さ
ん
か
ら

花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

夏
場
に
は
趣
味
で
野
菜
作
り
を
し
て
い

る
と
い
う
ツ
ル
さ
ん
。
長
寿
の
秘
訣
は
、

毎
食
決
ま
っ
た
時
間
に
食
事
を
取
る
こ
と

だ
そ
う
で
す
。

百
歳
賀
寿

星  

ツ
ル
さ
ん
（
金
井
沢
）

家族・親族に祝福され、百歳を迎えたツルさん
（左から３人目）

南会津中学校初めての卒業生。
一人一人に卒業証書が手渡されました。

先生をはじめ、みんなに祝福されて巣立つ子どもたち

南会津町健康公開セミナー

ユーモアを交えた講演を多くの町民が聞き入った。

　３月６日、町内の献血功労者に対する表彰式が
町長室で行われました。70回献血協力の君島義範
さん（金井沢）、小勝政一さん（前沢）の２人に、日
本赤十字社より感謝状および銀色有功章の記念品
が、50回献血協力の阿久津幸江さん（井桁）には、
町から感謝状および記念品が贈呈されました。
　なお、今回は、都合により欠席されましたが、
小椋恵司さん（中町）に献血70回、湯田信隆さん（栗
生沢）および小山美香さん（下町）にもそれぞれ献
血50回の協力をいただきました。

献血協力へ感謝状

感謝状を贈呈された（左２人目から）君島義範さん、
阿久津幸江さん、小勝政一さん
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あ
い
づ
現
代
舞
踊
団
・

あ
い
づ
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
団
員
募
集

　

あ
い
づ
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
は
、
昭
和
35
年

創
立
、
モ
ダ
ン
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
混

合
し
た
独
自
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
踊
る
こ
と

を
楽
し
く
学
べ
る
ス
ク
ー
ル
で
す
。

　

町
内
の
田
島
ス
タ
ジ
オ
は
、
毎
週
火
曜
日

に
御
蔵
入
交
流
館
で
活
動
し
て
お
り
、現
在
、

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

向
け
に
体
験
レ
ッ
ス
ン
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
見
学
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
一
度
の

ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

４
月
15
日
（
火
）
午
後
３
時
30
分
～

　

４
月
21
日
（
月
）
午
後
３
時
30
分
～

　

御
蔵
入
交
流
館
・
リ
ハ
ー
サ
ル
室

　

ま
で
。
土
日
、
祝
日
を
含
み
ま
す
。）

　

http:fukko-kyufu.jp

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
生
き
て
こ
そ
」

上
映
会
×
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　

昔
な
が
ら
の
会
津
弁
で
昔
話
を
語
る
山
田

登
志
美
さ
ん
が
旅
す
る
福
島
の
今
。

　

登
志
美
さ
ん
の
目
を
通
し
、
福
島
の
姿
を

映
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
生
き
て

こ
そ
」
の
上
映
会
と
、
安
孫
子
亘
監
督
と
山

田
登
志
美
さ
ん
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

４
月
27
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
場

　

御
蔵
入
交
流
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　

無
料
（
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。）

整
理
券
配
付
場
所

　

御
蔵
入
交
流
館
・
舘
岩
総
合
支
所
・
伊
南

　

総
合
支
所
・
南
郷
総
合
支
所

　

南
会
津
町
文
化
ホ
ー
ル
運
営
委
員
会

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
１
１

℡

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
、
忘
れ
ず
に

　

銃
砲
刀
剣
類
は
、
原
則
と
し
て
所
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
審
査
の
結
果
、
文

化
財
あ
る
い
は
美
術
品
と
し
て
価
値
の
あ
る

火
縄
銃
な
ど
の
銃
砲
や
日
本
刀
・
や
り
・
な

ぎ
な
た
等
の
刀
剣
に
つ
い
て
は
個
別
に
台
帳

に
登
録
し
、
所
有
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

◆
未
登
録
の
銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
し
た
と
き

（1）
発
見
届
出

　

最
寄
り
の
警
察
署
に
、『
銃
砲
刀
剣
類
等

　

発
見
届
』
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。『
発

　

見
届
出
済
証
』が
警
察
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

（2）
登
録
手
続
き

　

発
見
届
が
す
む
と
、
福
島
県
教
育
委
員
会

　

か
ら
発
見
届
出
者
に
『
銃
砲
刀
剣
類
登
録

　

審
査
会
』
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

　

審
査
会
に
は
以
下
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
。

　

・
発
見
届
を
し
た
銃
砲
刀
剣
類

　

・
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証
（
警
察
署

　
　

か
ら
交
付
さ
れ
た
も
の
）

　

・
登
録
申
請
書
（
県
教
育
委
員
会
か
ら
送

　
　

付
さ
れ
た
も
の
）

　

・
印
鑑

　

・
登
録
審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
６
、

　
　

３
０
０
円
）

　

・
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

　
　

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

　

・
委
任
状
（
代
理
人
に
依
頼
す
る
場
合
）

【
平
成
26
年
度
審
査
会
日
程
】

▼
第
１
回

　

５
月
22
日
（
木
）
※
刀
剣
類
の
み

　

い
わ
き
合
同
庁
舎　

南
分
庁
舎

▼
第
２
回

　

７
月
28
日
（
月
）
※
銃
砲
・
刀
剣
類

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

▼
第
３
回

　

９
月
26
日
（
金
）
※
刀
剣
類
の
み

　

会
津
若
松
市
合
同
庁
舎

▼
第
４
回

　

12
月
４
日
（
木
）
※
刀
剣
類
の
み

　

福
島
県
庁

▼
第
５
回

　

27
年
２
月
19
日
（
木
）
※
銃
砲
・
刀
剣
類

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

◆
登
録
刀
剣
類
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合

　

や
登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
等

 （1） 
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合

　

銃
砲
刀
剣
類
を
、
相
続
等
に
よ
り
取
得
し

た
場
合
は
、
20
日
以
内
に
当
該
銃
砲
刀
剣
類

が
登
録
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
教
育
委
員
会

に
所
有
者
の
変
更
を
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

（2）
登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合

　

遺
失
物
届
を
所
轄
の
警
察
署
に
提
出
し
て

か
ら
、
登
録
証
再
交
付
申
請
書
を
、
登
録
証

を
発
行
し
た
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
審
査
会
の
案
内
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
登
録
審
査
会
で
審

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
紛
失
し
た

状
況
に
よ
り
、
警
察
署
で
遺
失
物
届
の
提
出

を
求
め
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
再
交
付

手
数
料
は
福
島
県
の
場
合
１
件
に
つ
き
３
、

５
０
０
円
）
※
福
島
県
以
外
で
登
録
し
た
銃

砲
刀
剣
類
で
も
県
内
で
受
け
ま
す
。

（3）
貸
付
・
保
管
を
委
託
す
る
場
合

　

貸
付
ま
た
は
保
管
委
託
届
出
書
を
20
日
以

内
に
登
録
証
を
発
行
し
た
都
道
府
県
委
員
会

　

３
歳
児
～
小
学
６
年
生

　

湯
田
（
田
島
担
当
）

　

０
９
０
（
２
２
７
２
）
８
６
５
９

心
の
健
康
相
談

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
悩
み
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

５
月
20
日
（
火
）

届 

出

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
貸
付
等
が
終
了
し

た
場
合
は
、
速
や
か
に
貸
付
け
ま
た
は
保
管

委
託
終
了
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項

　

登
録
等
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
不
法
所
持

と
な
り
罰
則
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

福
島
県
教
育
委
員
会
（
文
化
財
課
）

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
７
８
７

住
ま
い
の
復
興
給
付
金
制
度

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
が
生
じ
た
住

宅
の
被
災
時
の
所
有
者
が
、
引
上
げ
後
の
消

費
税
率
が
適
用
さ
れ
る
時
期
に
、
新
た
に
住

宅
を
建
築
・
購
入
し
、
ま
た
は
被
災
住
宅
を

補
修（
※
）し
、
そ
の
住
宅
に
居
住
し
て
い

る
場
合
に
、
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

　

制
度
の
内
容
、
申
請
対
象
、
申
請
書
類
等

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
類

一
式
は
、
役
場
総
合
政
策
課
お
よ
び
各
総
合

支
所
振
興
課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
補
修
の
申
請
の
際
は
、
補
修
前
後
の
写
真

　

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

住
ま
い
の
復
興
給
付
金
事
務
局

　

０
５
７
０
（
２
０
０
）
２
４
６  

※
有
料

　
（
受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

催 

し

南山の桜と
歴史めぐりウォーク

お
知
ら
せ

日

問℡

場 日場 日場

日場 日場

相 

談

■参加料＝500円（大人・小人一律。
ただし未就学児は無料です。）
■参加資格＝健康で完歩できる人
■コース＝①８㌔コース
　　　　　　（ぶらり歴史めぐりコース）
　　　　　②15㌔コース
　　　　　　（歴史・文化と絶景めぐり
　　　　　　  健脚コース）
■申込締切＝４月21日（月）
■申込み・問い合わせ
　南会津町桜ウォーク実行委員会事務局
　（南会津町観光物産協会内）
　℡0241-62-3000

日時　4月27日（日）
　　　・受付 　     　9:00 ～ 10:00
　　　・開会式　　10:00 ～
　　　・スタート　10:30

会場　まちの駅「南会津ふるさと物産館」
　　　  駐車場（集合受付）

２０１４

日

問℡

ア

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所 
保
健
福
祉
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

場問℡ 申料

℡ 場料 日問

日場

問℡ 対
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雇用・企業支援コーナー

　ハローワークの求人情報は、毎月5日・20日
に発行されており、「ハローワーク南会津」お
よび南会津町ホームページでも確認すること
ができます。
　町内で現在募集中の求人数（３月24日現在）

　※上記求人にはすでに決定している場合も
　　あります。その際は、あらかじめご了承
　　ください。

正 規 職 員 158人 前月比
117％

非正規職員
（臨時・パート職員） 220人 前月比

104％

ハローワーク求人情報
　南会津町無料職業紹介所では職業安定法に
基づき、求人および求職の申込みを受け、求
人者と求職者との雇用関係のあっせんを行っ
ています。
　また、ハローワーク南会津の求人情報および
各企業の求人情報等を提供しております。各
地域の紹介所は下記のとおりです。お気軽に
ご利用ください。

南会津町無料職業紹介所

　町は、町内への企業立地を推進し、町内に
おける雇用の創出と産業の振興を図ることを
目的とし「企業誘致報奨金制度」を創設して
います。
　新たに町内へ進出しようとしている企業に
関する情報の提供、企業誘致活動を行う方を
企業誘致推進員に任命し、報奨金を交付する
制度です。
　そのような情報をお持ちの方は、ぜひ情報
の提供をお願いします。

南会津町企業誘致報奨金制度

地域 紹介所所在地 電話番号

田島 役場本庁
商工観光課内 0241-62-6200

舘岩 舘岩総合支所
振興課内 0241-78-3330

伊南 伊南総合支所
振興課内 0241-76-7717

南郷 南郷総合支所
振興課内 0241-72-2113

がんばる
企業紹介

　アズビル金門会津㈱は、昭和46（1971）年に
㈱南郷製作所として設立。ガスメーターの生
産拠点として、全国の都市ガス等のライフラ
インを支える製品を最先端の技術と設備によ
り、提供し続けています。
　またアズビルグループは、社会貢献活動を積
極的に推進しており、平成23年７月には、町
と環境保護活動に関する協定を締結し、「ひめ
さゆり」の保護活動を実施しています。
　昨年も、アズビルグループの社員や家族、地
元住民約80人が参加して、南郷スキー場で「ひ
めさゆり」の種まきを実施しました。

人々の安心・快適・達成感と、
地球環境に貢献　　～アズビル金門会津㈱～

本　　社 南会津町片貝字二本柳494
従業員数 82人

主要製品 都市ガス用
マイコンメーター等

ハローワーク南会津　0241-62-1101問

商工観光課 雇用対策係　0241-62-6200問

《おはなし会》
■日時＝ 4 月 19 日（土）　午前 11 時～
■場所＝図書館内読み聞かせコーナー
■対象＝幼児～小学校低学年
※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

が休館日

開館時間

　10:00 ～ 18:00

５月の休館日

４月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

【一般図書】
　仮面ひきこもり　　　　　　　服部　雄一　著
　ふるさと富士名鑑　　　　　　山と渓谷社　編
　昭和だョ！全員集合　　　　石原　壮一郎　著
　おい！山田　　　　　　　　　安藤　祐介　著
　嗤う名医　　　　　　　　　　久坂部　羊　著
【児童図書】
　なぞかけ運動会　　　　　　　　ねづっち　著
　アイスプラネット　　　　　　　椎名　誠　著
　おだんごころころ　　　　　　大川　悦生　作
　ふなっしーのおはなっしー　　ふなっしー　作
　月夜の不思議　　　　　　　　田中　直美　文

新着本案内 イベント案内

こどもの読書週間の案内

　４月 23 日（世界本の日・子ども読書の日）～
５月 12 日はこどもの読書週間です。この期間中、
図書館では下記の事業を実施します。
たくさん読もう・チャレンジ（中学生以下対象）
■期間＝４月 23 日（水）～５月６日（火・祝）
■内容＝期間中、10 冊以上の読書に挑戦！
　　　　見事ゴールした人はカウンターまでお知
　　　　らせください。
お名前シール貼り替えキャンペーン
■期間＝４月 23 日（水）～５月６日（火・祝）　
■内容＝利用者カードのお名前シールをかわいい
　　　　キャラクター柄に貼り替えます。

特別整理期間の案内

　５月９日（金）～ 19 日（月）まで、館内特別
整理期間として休館させていただきます。
　年に一度、館内の資料を一斉点検し、資料がき
ちんと在籍しているか、また、損傷などがないか
を点検するためです。この期間中の返却は返却ポ
ストをご利用ください。
　（ＡＶ資料につきましては、５月 20 日（火）以降
　にカウンターにご返却ください。）

図書館へ行こう

南会津町図書館　0241-62-5522問

お笑いまつりin南会津

■入場料＝前売3,800円（全席指定）5歳以上有料。4歳以下
ひざ上観賞は無料。ただし席が必要な場合は有料になります。
■出演＝中川家、FUJIWARA、ジャルジャル、フルーツポン
チほか　■チケット発売日＝４月13日（日）午前10時より　
■チケット取り扱い＝御蔵入交流館、キョードー東北、チケ
ットぴあ、ローソンチケット、イープラス
■問い合わせ＝御蔵入交流館（℡0241-62-6311）

日時　6月29日（日）
　　　　午後3時30分開演（午後3時開場）

会場　御蔵入交流館文化ホール

御蔵入交流館で笑いの祭典！
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※ 地域指定のないものは全地域対象です。

4月16日（水） ３～４か月児健康診査
［受付］12：15 ～ 12：45
［会場］保健センター
［対象］平成25年12月生まれ

4月17日（木）１歳児健康相談（田島地域）
［受付］13：30 ～ 13：45
［会場］保健センター
［対象］平成25年３～４月生まれ

5月  9日（金）乳幼児健康相談（西部地域）
［受付］13：30 ～ 13：45
［会場］伊南会館
［対象］平成25年３～５月生まれ

　　　  平成25年９～ 11月生まれ

5月20日（火）６～８か月児健康相談（田島地域）
［受付］13：30 ～ 13：45
［会場］保健センター
［対象］平成25年９～ 10月生まれ

5月21日（水）３～４か月児健康診査
［受付］12：15 ～ 12：45
［会場］保健センター
［対象］平成26年１月生まれ

5月28日（水）１歳６か月児健康診査
［受付］12：30 ～ 13：00
［会場］保健センター
［対象］平成24年10月生まれ

健診（検診）カレンダー

健康通信 Health Infomation

　

皆
さ
ん
は
、
が
ん
検
診
を
受
診
し
て

い
ま
す
か
？
「
時
間
が
取
れ
な
い
」
な

ど
を
理
由
に
受
診
せ
ず
に
い
ま
せ
ん

か
。
現
在
、
が
ん
は
、
日
本
人
の
死
因

の
1
位
で
あ
り
、
今
も
そ
の
数
は
増
え

つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　

南
会
津
町
の
部
位
別
が
ん
死
亡
率
の

上
位
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
全
国
の

が
ん
検
診
の
受
診
率
を
み
れ
ば
、
男
性

の
肺
が
ん
検
診
と
女
性
の
大
腸
が
ん
検

診
の
受
診
率
は
と
も
に
3
割
弱
程
度
で

す
。
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
が
多
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
が
ん
検
診
の
受
診
率

が
低
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

初
期
の
が
ん
に
は
、
ほ
と
ん
ど
自
覚

４・５月の日曜当番医

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

医院名 電話

4 月

13 日 愛輝診療所 0241-78-8688

20 日 あべクリニック 0241-62-8733

27 日 きむらクリニック 0241-62-5576

5 月

4 日 高橋医院 0241-62-0040

11 日 佐藤医院（下郷町） 0241-67-2134

18 日 芳賀医院（下郷町） 0241-67-2128

25 日 長谷川医院 0241-62-0032

　平成 26 年度総合健診が始まります。
　自分の健康チェックと生活習慣を見直す良い機
会です。ぜひご利用ください。
　『総合健診』では、特定健診、結核検診、胃がん
検診、前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診、75 歳
以上の人の健康診査を合わせて実施します。
　「南会津町集団健（検）診の調査・申込書」で健

（検）診を申し込まれた人については、事前に受診
録を配布いたしますので、会場へ持参ください。
※健（検）診日程および料金等については、先に配
　布した『平成 26 年度南会津町健康増進事業日程
　表』をご覧ください。

◆全国健康保険協会（協会けんぽ）、健康組合等
　に加入している人へ
　・被扶養者の人で受診券をお持ちの人は、集団
　　健（検）診会場でも受診できます。
　・受診の際は、「保険証」と「受診券」を健（検）診
　　会場へご持参ください。
　・受診券の発行や受診方法等については、加入
　　している各保険者へお問い合わせください。

年に１度の健康チェック

総合健診が始まります

全国健康保険協会（協会けんぽ）
保健グループ　  024-523-3919

問

健
すこ

やか

コラム

今月から始まる新コーナー。

健康に関するあれこれを

町の保健師たちがつづります。

今月は、小寺理奈保健師。

がん検診のすすめ

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
が
あ

る
状
態
に
な
れ
ば
、
す
で
に
病
状
が
進

ん
で
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
早
期

発
見
に
つ
な
が
れ
ば
、
治
す
こ
と
も
可

能
で
す
。
ま
た
、
早
期
発
見
す
る
こ
と

で
、
手
術
が
簡
単
に
す
む
、
経
済
的
負

担
も
少
な
い
、
治
療
後
の
日
常
生
活
に

も
影
響
が
少
な
い
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
各
種
が
ん
検
診
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
事
前
に
が
ん
検
診
を
申
し

込
ま
れ
た
方
、
お
よ
び
無
料
ク
ー
ポ
ン

対
象
者
に
は
、受
診
録
を
配
布
し
ま
す
。

申
込
み
を
お
忘
れ
の
方
は
南
会
津
町
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
た
め
に
も
、
家
族
の
た
め
に

も
、
が
ん
検
診
に
関
心
を
持
ち
、
定
期

的
に
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

男性 女性

1 肺がん（35%） 大腸がん（21%）

2 胃がん（16%） 胃がん（17%）

3 大腸がん（8%） 胆のう・胆道がん
（13%）

4 すい臓がん（8%） 子宮がん（13%）

5 前立腺がん（8%） 肺がん（8%）

町の部位別がん死亡率上位

2013年保健センター死亡統計より

県民健康管理調査に基づく
39歳以下の人の健診のお知らせ

　

東
日
本
大
震
災
や
そ
の
後
の
東
京
電
力（
株
）

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、
多
く

の
県
民
が
健
康
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
福
島
県
で
は
、
県
民
健
康
管
理
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
県
民
健
康
管
理
調
査
（
長
期
に
わ
た
る

県
民
の
健
康
の
見
守
り
）
の
一
環
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
既
存
制
度
に
よ
る
健
康
診
断
、
健
康
診

査
を
受
診
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
県
民
に
対
し

て
、
健
康
診
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
左
記
の
健
康
診
査
の
対
象
者
で
受
診

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
申
込
み
さ
れ
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
で
南
会
津
町
に
住

　

民
登
録
を
し
て
お
り
、
※
に
定
め
る
既
存
制

　

度
の
健
診
を
受
診
す
る
機
会
が
な
い
次
の
人

　

が
対
象
で
す
。

　

○
昭
和
50
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
８
年
４
月

　
　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

○
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月

　
　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
別
途
申
込
書

　
　

が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

※
①
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
健
康
診
断　

　
　
（
定
期
健
康
診
断
等
）

　

②
学
校
保
健
安
全
法
第
13
条
に
基
づ
く
児
童

　
　

生
徒
等
の
健
康
診
断

　

③
県
民
健
康
管
理
調
査
と
し
て
、
避
難
区
域

　
　

等
の
県
民
を
対
象
と
し
て
県
が
行
う
健
診

◆
会
場

　

平
成
26
年
度
総
合
健
診
実
施
会
場

　

詳
し
く
は
、
先
に
配
布
し
た
「
平
成
26
年
度

　

南
会
津
町
健
康
増
進
事
業
日
程
表
」
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

　

ご
希
望
の
健
診
日
の
５
日
前
ま
で
に
町
保
健

　

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
総
合
支
所
町
民
課
へ
お

　

申
込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
録
お
よ
び
詳
細
の

　

チ
ラ
シ
を
送
付
し
ま
す
。

南会津町保健センター　0241-62-6180
舘岩総合支所町民課　　0241-78-3325
伊南総合支所町民課　　0241-76-7713
南郷総合支所町民課　　0241-72-2225

問
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鴫
山
短
歌
会
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　   

　
静
川
　
星
　
み
わ
子

　
老
い
の
身
に
手
入
れ
届
か
ぬ
君
子
蘭

                

白
き
花
芽
の
見
え
て
安
堵
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　   

栗
生
沢
　
湯
田
　
　
清

　
願
い
こ
め
頭こ
う
べを
垂
れ
て
ま
た
祈
る

                

秋
の
実
り
を
ひ
た
す
ら
待
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　   

　
田
沢
　
湯
田
　
恭
之

　「
第
九
」
終
へ
静
か
な
舞
台
に
身
を
委
ね

                

ア
ン
コ
ー
ル
の
声
幾い
く
た
び度
も
聞
く

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　
難
聴
の
耳
に
も
た
し
か
雪
解
音
　
　
　
　
　
猪
股
有
隣
子

　
啓
蟄
や
猫
顔
浮
か
ぶ
カ
フ
ェ
ラ
テ
　
　
　
　
五
十
嵐
孤
庵

　
寒
が
り
に
三
寒
四
温
何
処
へ
や
ら
　
　
　
　
星
　
　
柳
山

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　
子
等
帰
り
手
持
無
沙
汰
の
四
日
か
な
　
　
　
ト
ヨ
子

　
雪
に
明
け
雪
に
暮
れ
ゆ
く
雪
の
里
　
　
　
　
　
良

　
泥
匂
ふ
葱
束
ね
つ
つ
孫
の
顔
　
　
　
　
　
　
忠
　
子

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
ブ
ラ
イ
ン
ド
光
差
し
込
み
日
脚
伸
ぶ
　
　
　
平
野
恵
美
子

　
ヒ
ュ
ル
ヒ
ュ
ル
と
お
湯
た
ぎ
る
音
軒
氷
柱
　
酒
井
　
栄
子

　
旅
支
度
ま
ず
常
備
薬
春
の
宵
　
　
　
　
　
　
渡
部
　
華
子

まちの文芸

編集後記　▽広報３年目になりました。
引き続きよろしくお願いします。
▽春は出会いと別れの季節ですね。卒
業式や満了式に取材に行くと、自分の
子どもでもないのに感動で目頭が熱く
なってしまいます。恐らく自分の子ど
もが式の当事者になったら、私は号泣
するのでしょうね。（冷静な自分より、
涙もろい自分の方が好きな相）

相田 航
こ う た ろ う

太郎くん
（田島）

舟木 翔
しょうせい

星くん
（田島）

芳賀 叶
と う や

也くん
（田島）

半谷 文
あ や は

葉ちゃん
（田島）

葊野 世
せ れ ん

蓮くん（田島） 星　紀
き さ と

怜ちゃん
（南郷）

猪股 琴
こ と ね

寧ちゃん
（田島）

菅野 恵
め い

生ちゃん
（田島）

近藤 雅
が く

玖くん
（南郷）

長尾 佳
か な え

苗ちゃん
（田島）

佐藤 聡
そうすけ

介くん
（田島）

鈴木 彩
あ や み

笑ちゃん
（田島）

玉川 絢
あ や な

菜ちゃん
（田島）

藪本 美
み ゆ

優ちゃん
（田島）

むし歯
ゼロ

今
月
は
14
人
の
お
友
だ
ち

　

佐
藤
卓
史
さ
ん（
谷
地
）よ
り
、「
教
育

関
係
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
10
万
円

を
町
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

南
郷
総
合
支
所
を
訪
れ
た
佐
藤
さ
ん

は
、
町
特
別
功
労
者
で
先
に
亡
く
な
ら
れ

た
父
親
の
故
文
正
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
町
に

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し

た
と
感
謝
の
意
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
町

長
へ
寄
付
金
を
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
27
日
、
町
内
８
か
所
の
幼
稚
園
・

保
育
所
へ
、
南
会
津
町
産
の
木
材
を
使
用

し
た「
積
み
木
」が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
と
農
林
中
央

金
庫
が
連
携
し
、
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち

が
の
び
の
び
と
遊
べ
る
環
境
づ
く
り
を
支

援
す
る
事
業
の
一
環
で
、
依
頼
を
受
け
た

町
内
の
児
山
製
作
所
が
製
作
、
県
内
全
て

の
幼
稚
園
や
保
育
所

に
寄
贈
さ
れ
ま
す
。

町
長
へ
目
録
を
手
渡
す

國
井
常
夫
・
福
島
県
森
林

組
合
連
合
会
長
（
中
央
）

と
有
田
吉
弘
・
農
林
中
央

金
庫
福
島
支
店
長
（
右
）

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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渡
部
南
嶽
展絵

師
南
嶽

　
渡
部
南な

ん
が
く嶽

は
、
文
政
11
（
１
８
２

８
）
年
に
伊
南
地
域
白
沢
地
区
の
医

師
、
馬
場
雲う
ん
な和
の
三
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
絵
を
描
く
環
境
は
、
子

供
の
頃
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
、
父
の

雲
和
、
兄
の
雲う
ん
て
い禎
の
作
品
も
数
点
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
嶽
の
絵
の
師
は
、
会
津
藩
の
御

用
絵
師
、
遠
藤
香
村
で
し
た
。
画
風

に
師
の
影
響
が
色
濃
く
う
か
が
え
ま

す
。
筆
致
は
師
の
香
村
ほ
ど
硬
質
で

は
な
く
、ほ
の
ぼ
の
と
し
た
印
象
で
、

柔
和
な
人
柄
を
し
の
ば
せ
ま
す
。

伊
南
川
の
ほ
と
り
で

　

墓
碑
に
「
香
村
門
人
、
画
工
称
渡

部
桃
村
、又
号
南
嶽
」
と
あ
り
ま
す
。

桃と
う
そ
ん村

は
南
嶽
の
本
名
。
渡
部
姓
は
、

南
郷
地
域
富
山
地
区
へ
の
婿
入
り
先

の
姓
で
す
。南
嶽
は
明
治
35（
１
９
０

伊
南
川
の
ほ
と
り
で
画
業
を
展
開
し
た
絵
師
南
嶽
、
初
の
作
品
展

渡部南嶽展企画展

●期間　4月26日（土）～ 7月27日（日）

●場所　奥会津博物館 企画展示室

●作品解説会　6月14日（土）午前10時

●問い合わせ　奥会津博物館
　　　　　　　Tel  0241-66-3077

２
）年
に
74
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

生
涯
、伊
南
川
の
ほ
と
り
で
暮
ら
し
、

農
業
は
せ
ず
、
画
業
に
専
念
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

初
の
展
覧
会

　

今
回
の
展
覧
会
は
、
南
嶽
初
の
作

品
展
と
な
り
ま
す
。
南
会
津
町
（
伊

南
、
南
郷
、
田
島
の
各
地
域
）、
只

見
町
、
金
山
町
、
柳
津
町
な
ど
か
ら

作
品
を
収
集
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
多
く
の
新
発
見
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
２
回
に
分
け
て
展

覧
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
次
回

は
、
師
の
香
村
や
父
、
兄
な
ど
の
作

品
も
加
え
、
南
嶽
を
生
ん
だ
環
境
に

も
光
を
当
て
た
企
画
展
を
開
催
し
ま

す
。

南郷地域富山地区、
富山堂の竜の天井画

▼

富山堂天井画の複製を
約２分の１の大きさに
して展示します

小熊図

▼

奥
会
津
博
物
館
開
館
20
周
年
記
念
事
業

高
砂
図

▼


